








明

治

初

年

を

境

界

線

ご

し

て

維
新
の
曙
光
が
漸
や
く
見
（
出
し
て
来
た
明
治
初
年
前
後
の

:
5、
"
辿
が
に
商
業
地
の
大
阪
も
、
物
情
は
騒
然
た
る
有
様
で

あ
っ

t
が
、
そ
れ
で
も
芝
居
や
浮
瑠
璃
な
ゞ
の
興
行
物
は
別
天

地
の
観
が
あ
っ
て
＂
可
な
り
な
成
績
で
打
ち
緩
け
て
ゐ
た
の
ば

―
つ
は
ま
だ
ん
＼
斯
界
に
名
人
や
巨
匠
が
多
か
つ
た
か
ら
の
故

で
し
あ
る
。
竹
本
長
門
太
夫
所
持
の
『
忠
臣
蔵
』
九
段
目
の
床

本
の
終
尾
に
こ
ん
な
こ
さ
が
書
い
て
あ
る
。

安
政
元
年
九
月
十
八
日
、
天
満
北
西
角
芝
居
に
て
、
忠
臣
惹

通
し
に
九
段
目
を
語
ろ
さ
こ
ろ
、
此

B
異
國
船
来
る
故
、
よ
ん

ざ
こ
ろ
な
く
芝
居
休
業
さ
な
る
。

o
 
.

.

 

黒
船
来
が
直
接
興
行
物
に
及
ぽ

L
た
影
響
の
一
つ
で
あ
ろ
。

明
治
元
年
一
月
（
冥
は
慶
應
四
年
＇
）
稲
荷
祉
内
に
在
つ

t
文

築
座
は
、
初
春
狂
言
に
『
金
門
五
三
桐
』
な
出
さ
う
さ

L
て
ゐ

T
o
批
間
は
御
維
新
の
騒
ぎ
で
、
な
ん
さ
な
く
落
ち
つ
か
す
、

不
安
の
空
氣
に
満
ち
て
ゐ
ろ
時
に
、
而
か
も
大
阪
城
に
戦
雫
．
か

棚
曳
き
、
伏
見
鳥
羽
の
敗
戦
で
、
徳
川
慶
喜
公
辛
く
も
天
保
山

沖
か
ら
江
戸
（
遁
れ
や
う
さ
す
る
、
か
う
し
た
場
合
、
舞
室
で

は
例
の
石
川
五
右
衛
門
が
、
春
宵
一
刻
・
・
・
・
・
・
て
も
麗
ら
か
な
眺

め
ぢ
ゃ
な
あ
：
・
・
・
・
な
ぐ

J

ヽ
逍
り
か
け
ャ
い
が
、
あ
ま
り
に
も
、
泄

間
さ
懸
け
離
れ
す
ぎ
て
ゐ
た
の
で
一
月
は
興
行
中
止
。
二
月
の

十
二
日
に
な
っ
て
、
も
う
そ
ろ
ー
＼
麗
ら
か
な
眺
め
に
な
っ
て

も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
さ
、
こ
つ
そ
り
初
B
な
開
け
た
が
、
む

ろ
ん
駄
目
、
十
二
日
間
ょ
リ
芝
居
は
打
て
な
か
つ
た
、
此
時
の

一
座
顔
鱗
れ
が
、
六
代
目
染
太
夫
、
七
代
目
咲
太
夫
、
四
代
目

禰
太
夫
、
五
代
目
湊
太
夫
、
越
路
太
夫
、
賀
太
夫
、
三
味
線
閣

平
、
濱
右
衛
門
。
人
形
辰
造
、
玉
造
な
ざ
で
あ
る
°
而
か
し
三

文

築

今

昔

諏

よ

b

維
新
前
後
の
浮
瑠
璃
界



月
か
ら
は
、
さ
う
し
た
騒
ぎ
も
稲
平
常
に
復
し
て
、
四
十
六

B

間
も
打
ち
績
け
ろ
こ
さ
が
出
来
た
の
は
大
阪
の
土
地
ら
し
い
や

は
リ
豊
か
な
さ
こ
ろ
が
あ
る
。
狂
言
が
『
一
の
谷
嫌
軍
記
』
さ

『
四
つ
谷
怪
談
』
で
あ
っ
た
。
か
う
し
て
文
築
座
は
引
績
き
一

年
に
五
回
ま

t
は
六
回
宛
の
興
行
た
打
つ
て
ゐ
る
。

明
治
元
年
十
二
月
C

大
阪
府
は
西
駈
松
嶋
町
に
新
た
に
遊
廓

の
設
置
を
許
可

L
'
従
来
各
町
に
散
在
し
て
ゐ
た
公
許
地
以
外

の
小
遊
里
な
此
所
（
移
縛
集
合
さ
せ
て
、
遊
廓
整
理
な
行
ふ
こ

さ
に
な
リ
、
土
地
の
夜
展
を
園
る
可
く
、
凡
て
な
江
戸
吉
原
に

模
し
て
、
仲
之
町
を
中
心
に
、
可
な
リ
大
規
模
な
設
置
な
す
る

こ
さ
し
な
っ
た
が
、
土
地
の
傭

L
た
路
に
な
か

l
＼
急
に
は
思

ふ
や
う
な
箕
．
か
揚
ら
な
い
、
そ
こ
で
、
府
で
は
土
地
繁
榮
の
一

策
さ
し
て
、
道
頓
堀
の
歌
舞
伎
芝
居
さ
、
文
築
座
の
人
形
浄
瑠

瑞
を
此
鹿
（
移
す
可
く
計
藍

L
た
の
で
あ
る

3

歌
舞
伎
の
方
は

道
頓
堀
の
仕
打
三
榮
（
、
文
築
は
そ
の
座
主
へ
、
共
に
命
を
下

し
た
。
こ
の
雨
者
は
直
ち
に
旨
な
含
ん
で
松
嶋
興
行
の
準
備
に

か
、
つ
た
c

―
-
＿
榮
の
歌
舞
伎
は
不
入
り
の
為
め
す
ぐ
退
轄
L
た

が
文
築
座
は
永
績
す
る
こ
さ
に
な
っ

t
。
明
治
四
年
新
築
の
エ

な
起

L°

五
年
正
月
、
文
築
座
開
業
の
興
行
を
始
め
た
の
で
あ

る
（
現
今
の
松
嶋
八
千
代
座
の
前
臭
が
そ
れ
で
あ
る
）
文
築
座

は
こ
れ
で
博
榮
町
稲
荷
か
ら
こ
、
（
移
轄

L
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
か
く
て
文
築
新
築
記
念
興
行
は
花
々
し
い
盛
況
で
、
而

か
も
五
十
三
日
間
打
ち
績
け
の
大
嘗
り
な
取
っ
た
の
で
あ
っ
た

狂
言
は
太
功
記
の
通
し
さ
御
祝
儀
一
一
一
番
曳
゜

一
座
の
太
夫
は
、
春
、
越
、
古
靱
．
越
路
、
染
等
。

三
味
線
は
園
平
、
新
左
諧
門
、
吉
兵
循
、
人
形
ば
玉
造
、
辰

遠
喜
十
郎
、
玉
之
助
、
玉
治
等
の
番
附
面
の
顔
ぷ
れ
。
春
太

夫
の
尼
ケ
峙
、
越
の
杉
の
森
、
古
靱
の
妙
心
寺
｀
越
路
が
大
徳

寺
。此

時
湊
太
夫
が
櫓
下
な
去
つ
て
、
春
太
夫
こ
れ
な
織
ぎ
、
吉

田
宝
造
始
め
て
人
形
櫓
下
さ
な
っ
た
。

こ
の
明
治
五
年
に
は
、
明
治
新
政
府
か
ら
は
、
暦
の
政
正
な

始
め
さ
し
て
、
さ
ま
ん
＼
な
政
革
令
が
相
次
い
で
出

t‘
顧
髪

令
、
微
兵
令
、
娼
妓
解
放
令
、
な
ざ
．
が
そ
れ
で
、
文
築
座
の
浄

瑠
璃
や
そ
の
他
の
興
行
物
に
も
十
月
二
十
一
日
附
で
左
の
や
う

な
布
令
が
下
っ
た
。

壬
申
十
月
二
十
一
日
布
令

申
第
三
百
七
競

従
来
能
狂
言
其
他
音
曲
歌
舞
の
類
者
古
の
嘉
首
善
行
世
の
模

範
さ
な
り
、
奸
悪
淫
褻
人
の
懲
及
さ
な
る
も
の
な
睾
げ
、
之



れ
な
音
曲
に
鳴

L
手
之
れ
な
舞
ひ
足
之
れ
を
踏
み
入
の
耳
目

な
款
ば
し
め
事
情
深
切
に
し
て
無
學
文
盲
の
も
の
観
感
い
た

し
易
き
を
主
さ
し
勘
善
懲
悪
の
一
端
な
る
な
以
て
大
に
世
に

行
ば
れ
候
慮
近
来
其
本
旨
な
失
ひ
徒
に
蹴
美
の
み
に
相
流
れ

人
心
た
蠍
惑
・
し
風
俗
た
葉
朧
す
る
弊
害
不
就
者
兼
而
相
達
し

置
候
虞
今
度
敢
部
省
よ
り
別
紙
の
通
り
逹
有
之
候
間
其
螢
業

の
も
の
は
深
其
旨
な
髄

L
可
申
候
事

右
の
趣
其
螢
業
の
者
（
相
逹
候
間
偽
ヽ
心
得
菅
内
無
洩
相
逹
す

る
者
也

壬

申

九

月

大

阪

府

能
狂
言
始
め
音
曲
歌
舞
の
類
は
入
心
風
俗
に
闘
係
す
る
虞
不

勘
侯
に
付
き
左
の
通
り
管
内
管
業
の
者
共
へ
可
相
逹
事

壬

申

八

月

教

部

省

一
、
能
狂
言
以
下
演
劇
の
類

御
歴
代
の

皇
上
を
模
擬

L

上
た
褻
渡
し
奉
り
候
髄
の
儀
無
之
様
厚
注
意
可
致
事

一
、
演
劇
の
類
専
ら
勧
善
懲
悪
な
旨
さ
す
べ
し

淫
風
醜
態
の
甚

L
き
に
流
れ
風
俗
な
敗
り
候
様
に
て
は

不
相
清
候
問
弊
習
な
洗
除
し
漸
々
風
化
の
一
助
さ
相
成

侯
様
可
心
懸
事

一
、
演
割
其
他
右
に
類
す
る
遊
藝
を
以
て
渡
批
致

L
條
な
制

外
者
杯
さ
相
唱
（
候
従
来
の
弊
風
有
之
不
可
然
儀
に
候

條
自
今
は
身
分
相
應
行
儀
相
懺
み
管
業
可
致
事

以

上

ま
た
翌
六
年
に
は
夏
に
以
上
の
布
令
に
基
い
て
文
築
座
の
築

屋
（
左
の
注
意
書
が
胎
iJ
出
さ
れ
た
。

-
｀
従
来
御
上
様
御
布
告
の
趣
急
度
可
申
相
守
事

一
、
皇
上
様
御
歴
代
の
御
名
前
叉
ば
差
支
の
文
旬
有
之
候
浮

瑠
哨
一
功
語
り
候
儀
ば
不
相
成
候
事

一
、
世
話
浬
瑠
璃
心
中
物
都
而
風
儀
不
可
宜
場
者
能
々
調
べ

の
上
可
語
候
事

一
、
時
代
源
に
て
も
風
俗
に
拘
リ
候
場
叉
は
サ
V
I
J
杯
に
も

心
を
付
わ
し
き
虞
は
急
度
相
除
候
事

一
、
旅
持
に
罷
出
候
人
々
其
硼
世
話
人
に
届
出
候
虞
近
来
多

く
等
閑
に
相
成
以
後
者
上
下
の
無
差
別
其
年
の
世
話
入

に
届
出
候
事

一
、
出
勤
中
銘
々
瞳
儀
第
一
に
致

L
築
屋
等
に
て
も
風
儀
あ

し
き
事
無
之
様
且
風
俗
衣
服
等
も
隧
分
賀
素
な
相
守
藝

道
出
精
第
一
に
可
勤
事

四



右
の
條
々
急
度
相
守
管
業
可
致
候
若
相
背
者
連
外
可
致
候
事

明
治
六
年
吹

明
治
新
政
府
の
事
業
は
細
心
の
注
意
を
以
て
行
は
れ
次
第
に

人
心
も
安
定
し
、
世
問
の
景
氣
も
回
復
L
t
。
か
う
L
t
期
間

長
門
太
夫
投
後
の
我
浄
瑠
璃
界
は
、
や
は
り
長
門
薫
育
の
香
リ

が
高
く
、
澤
山
な
名
人
な
撼
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
長
門

太
夫
直
系
か
ら
い
ふ
さ
四
代
目
長
門
、
専
門
藝
以
外
に
學
オ
．
か

あ
っ
て
、
潜
瑠
璃
大
系
圏
の
著
作
が
あ
iJ
、
古
質
考
證
家
さ
し

て
斯
道
た
益
し
た
。
天
王
寺
村
七
千
五
百
石
の
大
庄
屋
さ
い
ふ

名
春
の
位
置
に
あ
っ
て
、
浄
瑠
璃
た
語
リ
、
高
座
に
登
る
為
め

に
名
魯
の
職
な
捨
て
ヽ
顧
み
な
か
つ
た
異
色
あ
る
長
尾
太
夫
豪

音
で
端
場
な
専
門
に
し
t
名
人
四
代
目
蒲
太
夫
。
意
氣
な
聾
で

無
類
の
翻
語
り
さ
稲
さ
れ
、
入
れ
盛
の
左
官
の
子
さ
し
て
聞
え

て
ゐ
た
六
代
目
綱
太
夫
。
豪
傑
肌
で
至
藝
の
持
主
、
惨
殺
さ
れ

t
の
で
一
層
名
高
い
古
靱
太
夫
。
泄
話
物
語
り
さ
し
て
、
日
稗

月
詩
さ
云
ば
れ
た
五
代
目
湊
太
夫
.
七
代
目
咲
太
夫
°
叉
少
し

後
に
は
盲
人
の
美
音
家
四
代
目
住
太
夫
、
人
情
語
り
世
話
物
の

名
手
五
代
目
禰
太
夫
。
な
ざ
な
敷
へ
る
こ
マ
」
が
出
来
一
門
繁
榮

の
跡
な
見
せ
て
居
ろ
。

ま
た
長
門
系
以
外
の
人
々
に
は
。
時
代
物
の
第
一
人
者
さ
云

五

は
れ

E
ハ
代
目
染
太
夫
°
門
下
の
八
代
目
染
太
夫
も
早
世
L
た

が
大
賄
の
器
な
備
へ
て
ゐ
t
°
鷹
揚
大
量
な
曲
風
に
一
流
な
立

て
た
五
代
目
春
太
夫
は
そ
の
門
下
に
越
路
後
ち
に
振
津
大
操
さ

い
ふ
大
物
な
出
し
て
ゐ
ろ
。
或
は
叉
高
野
の
備
で
大
兵
大
音
の

怪
物
三
光
齋
さ
い
ふ
の
や
滑
稽
湮
瑠
璃
専
門
で
賣
出
ー
た
奇
人

山
城
操
な
ざ
、
多
種
多
様
に
い
づ
れ
も
浮
瑠
璃
界
を
縦
横
に
馳

謳
し
て
ゐ
る
有
様
は
ま
こ
さ
に
花
々

L
い
さ
も
何
ん
さ
も
云
ひ

様
が
な
い
。
そ
れ
さ
い
ふ
の
し
嘗
時
斯
界
は
自
由
な
空
氣
に
満

ち
l
＼
て
、
一
能
あ
る

i
の
は
何
ん
の
束
縛
も
な
く
、
思
ふ
存

分
そ
の
腕
な
揮
ふ
｀
ー
マ
」
が
出
来
て
、
各
々
特
色
あ
る
藝
風
な
ズ

ン

ぐ

延

ば

L
て
行
く
こ
さ
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

以
上
列
記
し
た
や
う
な
、
一
家
の
特
色
た
鮮
明
に
顕
1
1
L
t
人

々
が
澤
山
に
出
た
の
は
、
も
う
そ
の
以
後
に
は
見
ら
れ
な
い
圃

で
あ
る
。



手
品
師
豆
逹
事

ざ
じ
よ
う

吉

田

玉

一

人

形

一

幸

,,--... 
鶴野

澤澤

芳歌

之

助助

亭

主

豊

竹

辰

太

夫

ば
竹
本
播
蹄
太
夫

お

の

ふミ

竹
本
長
子
太
夫

t宗

六

（
竹
本
浪
花
太
夫

竹

本

文

太

夫

勘 手
品
師
豆
造
事

ゞ
じ
ょ
う

九

郎

豊

竹

島

太

夫

竹
本
長
尾
太
夫

浅
草
雷
門
の
段

じ

ょ

う

る

り

あ

ん

h
い
ね
ん
セ
ふ
が
つ
h

O
J
 

:b
き

こ
の
浄
瑠
璃
は
安
永
九
年
正
月
江
戸
外
記

ざ

ぜ

ふ

じ

ょ

う

さ

く

し

ゃ

う

て

い

h
ん

座
に
上
場
さ
れ
た
も
の
で
作
者
は
烏
亭
焉

駅
ヽ
餌
甚
即
ふ
記
鯨
の
三
蛉
面
。

な

い

や

う

も

'9

あ

●

q
.
9
し
・
『
さ
か

そ
の
内
容
を
申

L
上
げ
ま
す
こ
、
奥
州
漣

ゐ

む

ら

ひ

ゃ

く

ピ

ふ

よ

さ

く

あ

ね

む

ャ

め

ひ

ん

く

．

井
村
の
百
姓
典
茂
作
の
姉
妹
が
貧
苦
の
た

h

9

J

し

ん

よ

し

は

ら

ゆ

う

じ

ょ

)

ん

セ

ぃ

め
に
江
戸
新
吉
原
で
遊
女
さ
な
り
全
盛
を

誓
れ
て
ゐ
る
さ
、
霊
国
か
ら
紺
ぷ
伽

ざ

攀

鉛

閉

ぎ

釦

野

衝

釈

か

ら

置
・
か
寧
距
し
ま
す
、
攀
品
叡
酎

m釦

く
ち
ち
~
土
・

9
し
し
あ
だ
ぅ

の
日
か
ら
父
の
横
死
を
知
つ
て
敵
討
ち
な

gし
ん

あ

g
ぷ
し
ゅ
そ
う

決
心
し
ま
し
た
か
揚
屋
の
亭
主
宗
六
か
ら

応
恥
響
が
叩
に
し
て
寧
て
鄭
ゲ
に
霊
広

す
1

)

f

)

ざ

さ
れ
る
さ
い
ふ
筋
で
御
座
ゐ
ま
す
。
こ
の

あ
さ
く
さ
か
み
な
り
も
＾

浬

草

雷

門

よ

り

し
ん
よ
し
は
ら
あ
じ
ゃ
だ
ん
え
で

新
吉
原
揚
屋
の
殿
迄

ご
た
い
へ
い
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し
ら
い
し
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な
し
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主
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ま

．

つ

何
れ
も
様
方
。
先
こ
の

と
う
ざ
い

東
西
l
¥`
、
何
さ

で

」

く

り

つ

す

な

に

ち

こ
よ
り
で
穂
利
を
釣
り
ま
す
る
が
。
即

こ

れ

ゆ

ふ

忙

ち

せ

つ

て

ん

是
た
な
ぞ
ら
（
て
。
夕
立
の
節
。
天
よ
り

命
呼
，
翫
，
印
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配
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吉
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吉
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茶
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大
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宗
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田

玉
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郎
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原
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本
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太

夫

豊
澤
新
左
衛
門

吉

田

文

五

耶

吉

田

文

二

郎

桐

竹

紋

十

郎

ハ

i
;
l
¥
n
レ

た

い

こ

つ

り

て

い

紳
鳴
り
が
落
亡
し
た
太
鼓
釣
の
体
で
ご
ざ

た
i
i
r
ま

め

か

リ
ま
す
。
サ
ヨ
ゥ
。
口
〈
今
お
目
に
掛
け
ま

ふ

る

・

こ

と

は

か

り

さ

て

―

こ

れ

し
た
は
。
古
め
か
し
い
事
計
。
扱
是
か
ら

ご
ら
ん
に
入
れ
ま
す
る
が
。
先
第
一
籠
抜

賦
記
。
翠
ょ
り
配

d
鯰
ぃ
い
手
誌
耐
L

さ
て
色
づ

t'いり
E

く

り

の

み

苓

団

抜
先
一
升
入
の
穏
利
な
呑
、
ま
す
る
さ
ー

じ
よ
・
9
じ
3
北
ほ

3
ん
U
え

な

り

そ

の

カ

11
．
ん
に
4

甍
敷
の
大
金
玉
さ
成
ま
す
る
。
其
大
金
玉

e
も
と

3
つ

ヽ

9
ら
か
は

な
根
元
よ
リ
ふ
つ
リ
さ
れ
じ
切
て
。
浦
川

ヘ
ド
プ
ン
さ
輿
臨
ま
す
ろ
さ
，
た
ち
ま
ち

伯
に
琴
た
（
ん
じ
て
の
四
釦
う
ふ
函
飛
る
鰈

と・
9

*

h
す
h

た
の
し
み

n

f

)

嘗
。
末
々
な
お
築
に
御
ゆ
う
く
り
さ
御

ら

ん

ほ

9
」

ね

が

つ

土

令

覧
の
程
な
ぱ
願
て
置
き
升
る
。
ャ
。
こ
ふ

は
i

，

亡

わ

た

し

し
ゃ
べ
つ
て
計
居
り
ま
し
て
は
。
私
の
し

し
よ
・
9
9
¥

ゞ
が
ひ
あ
が
り
ま
す
る
。
少
々
ば
か
リ
ぉ

み
よ
う
が
血
盆
〖
っ
て
。
即
印
心
和
「
和
に

た
ち
あ
い
う
ち

し
て
や
ら
か
し
ま
せ
ふ
。
お
立
合
の
内
か

に
し
は

•
9

も
ん
ひ
が
し
に
9

ら
。
西
の
方
か
ら
十
二
文
東
の
方
か
ら
十

も

ん

＂

か

も

ん

文
n}

・
囮
ふ
か
ら
も
十
文
。

ヒ

?

＼

ぉ

配

后

や

お

奸

顎

田

箆

艇
ば
な
れ
の
匹
し
い
粗
は
虹
椒
鯨
さ
。
衛

ぜ

＾

く

ち

ゃ

い

も

ん

も

ん

ヽ

ん

と

ん

前
づ
い
せ
ふ
口
合
に
二
文
三
文
四
文
錢
な

み
大
体
な
事
で
は
な
い
さ
。
め
ん

l
＼
笑

釦
Lil
て
認
如
／
＼
る
野
。
事
に
ざ

じ
ゃ
う
は
艇
町
。
布
駆
ぐ
。
～
ふ

t

墾
百
に
如
た
。
ド
lJ
ふ
つ
ぎ
に
一
盆

釦
町
を
心
さ
し
て
告
祀
゜
珀
牢
さ
ぎ

恥
炉
釦
か
ら
ぬ
。
け
ふ
郎
訳
の
記

mlJ

互
0m呼
に
心
咀
広
嗣
ぞ
。
知
配

や

そ

う

た

っ

じ

ま

6
や
や

屋
宗
六
さ
い
や
み
け
の
な
い
立
嶋
や
茶
屋

畠
叫
加
釈
か
げ
。
イ
ヤ
n

二
叩
却
。

ま

ち

あ

は

ひ

と

あ

り

ざ

L
さ

か

ら
さ
待
合
す
人
も
有

l
＼
座
敷
が
借

そ

れ

や

す

こ

と

り
た
い
。
？
4
／
＼
夫

l
t
l＼
お
安
い
事

マ
ア
こ
ち
ら
（
お
甲
り
さ
。
『
生
芹
零
郎

如
六
は
知
町
出
（
さ
芍
庄
。
釈
口

う
し
ろ
み

L
り

く

わ

ん

ら

；

’

は
後
を
見
す
る
尻
は
勘
九
耶
さ
い
ふ

な

ら

ふ

。

醤

響

羞

鉛

―

ば

い
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に
来
か
ヽ
り
て
°
ヱ
ヽ
叉
ざ
じ
ょ
う
め
．
か

け
つ
か
ら
ぬ
o

n

>

平
敏
。
・
冗

A
匹
3

す

い

ふ

は

さ

ざ
じ
ゃ
う
さ
云
や
つ
。
ざ
っ
ち
（
ぞ
行
な

っ
た
か
。
イ
ヤ
ぢ
た
ぶ
叫
f底
即

L
て
い

寡
ほ
か
た
書
げ

0
み

も

の

ま
し
た
か
。
大
方
酒
で
も
呑
に
い
た
物
で

ご
ざ
り
ま
U
う
。
ヱ
1

い
ま

l
¥
L
い。

雷
で
如
ま
い
に
。
お
れ
が
配
四
に
薬

・ニ
8
,）

3
ま

る
事
な
知
つ
て
は
づ

L
や
が
っ
た
に
極
つ

た
。
け
ふ
は
し
ゃ

L
む
リ
取
抜
か
に
や
置

か
ん
の
ぢ
や
を
床
几
に
ざ
つ
さ
り
腰
か

く
れ
ば
お
索
―
つ
さ
，
汲
ん
で
研
す
。
如
如

釈
。
町
ふ
蜘
鵬
し
o
n
l
J
ャ
ャ
イ
翠
報

c
ぷ

ん

な

＾

き

奮
f
h
る

モ
ゥ
時
分
は
何
時
頃
じ
ゃ
ぞ
い
。
ハ
イ
モ

そ
さ
が

ゥ
七
ツ
下
り
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
わ
い
。
ヱ

1

よ
い
か
げ
ん
な
事
な
ぬ
か
P
や
い
。
我

ゃ

叩

ぷ

L
。
し
つ
か
り
さ
翠
・
か

E

"
ぃ

時
計
じ

b
か

で

分
る
し
ん
か
い
。
？
こ
ん
な
出
ば
ら
い

お
り
や
い
や
ぢ
や
い
。
．
年
ぃ
苓
函
か
ん

で
応
ぃ'
I
J
O
•
r

烹
ふ
群
ふ
印o
t
o町

か
ぬ
翫
L
て

布

敏

恰

餞

。

野

L
つ
ら

ん

心

俗

瞬
A
』
碑
た
ば
加
叩
g

お
の
ぷ
は

攀
釦
た
さ
の
。
如
が
町
け
ざ

mぎミ

ざ
必
配
な
お
い
づ
る
に
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磁
猷
臨
た
マ
J

ぽ
l
＼
さ
尋
れ
さ
ま
よ
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こ
し
か

L
こ
0

も
う

f—
て
．
し
ゅ
寄
え
と
ひ

立
休
ら
ひ
て

n
レ
申
御
亭
主
様
。
問
た
い

船
が
ご
ざ
lJ印
す
さ
。
翫
は
見
忠
盆
ぃ

ぃ

ひ

し

つ

女
耶
サ
ア
。
何
さ
云
め
す
知
て
い
さ
る
な

ら
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斑
（
て
く
ん
さ
い
チ
ャ
ァ
さ
。
f

亨
ふ

恥

整

釈

序
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？

虻

れ

ば

蔚

醤

と

し

は

ゆ

か

ひ

と

り

棗
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年
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も
行
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ぬ
に
一
人
か
い
の
ふ

そ

ふ

し

て

マ
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翫

熙
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結
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。
翠
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ざ
こ
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位
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乞
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車

ず
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関
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う
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ら
が
饂
ざ
あ
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野
町
チ
ャ
ァ

是
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叉
こ
ま
っ
た
物
。
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分
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わ
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の
。
ャ
幸
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ご
ざ
る
お

咤
糾
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蓄
も
J

虻
ゆ
る
。
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瞬

み

ま

れ
て
見
て
や
ろ
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ち
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の
間
そ
こ
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苺
叡
如
差
2

ゆ
か
ほ
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か
み
な
b

も
ん
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本
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門
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m釈
釦
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が
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密
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に
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．
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ぁ

ァ
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そ
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逢
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て
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す
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ム
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逢
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L
て
や
る

l
＼
は
や
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が
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n
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よ

ふ

町

け

を

贔

五

攀

如

ふ

ふ

へ

ば

Etmさ
い
ふ
男
網
応
芦
る
1

に

も
の

ゃ
な
ら
ぬ
ぞ
よ
。
＾
テ
こ
が
い
な
者
で
も

鰤
Ag
が
あ
れ
ば
訊
虹

t
o
サ
1

そ
こ
ぢ
や

て
な
。

a印
応
す
る
に
ば
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冠
む
つ
か

L

―

-

0

b

e

ぢ

い
マ
ア
こ
う
ぢ
や
此
お
れ
和
我
が
伯
父
ぢ

や
さ
却
れ
ば
印
俎
に
も
町
か
す
。
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に

も
攀
れ
ぬ
ぢ
や
に
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て
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な
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け
い
こ
の
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寄
↓
如
琴
ぞ
ど
。
ァ
イ
サ
0

か
し
こ

い
者
ぢ
ゃ
な
ア
°
姪
よ
。
伯
父
サ
°
ム
ー

め

い

お

ぢ

そ
ふ
ぢ
や
ノ
チ
姪
よ
0

伯
父
サ
0

チ
、
そ

ふ
ぢ
や
よ
ふ
覺
（
ろ
0

テ
モ
マ
ア
よ
い
子

じ
ゃ
な
ア
。
ア
ハ
ー
1

1

0

そ
ん
な
ら
お

れ
が
連
て
行
。
サ
ア
サ
1

ヽ
ヽ
歩
め
／
＼

く
わ
く
ら
う
え
つ

ア
イ
ヤ

n

ど
。
勧
九
那
待~
o
ム

1

お
れ

よ
ん

U
れ

だ

れ

を
呼
だ
の
は
誰
ぢ
や
ぞ
い
。
イ
ヤ
誰
で
も

な
い
。
宗
六
ぢ
ゃ
。
ョ
ウ
n

レ
:
角
町
の

-u”Cわ
ん
ら
・
9

よ

び

な

ん

よ

う

親
方
。
此
勘
九
耶
な
呼
か
け
た
は
何
ぞ
月

で
さ
ー
ざ
ん
す
か
い
の
。
イ
ヤ
外
の
事
でた

か

も
な
い
が
0

"I='
ヤ
掘
い
ぞ
よ
，
ト
＼
。
高

し

し

る

｀

0

か
冨

E

u

の
知
れ
た
代
呂
物
。
笠
の
蓋
．
か
飛
ぽ
ふ
ぞ

ょ
。
イ
ヤ

n

レ
親
方
そ
ん
な
い
や
み
た
云

ば
る
な
。
底
匹
ii
お
れ
が
螂
釦
ほ
の
か
ま

こ

&

-

ー

れ

い

ひ

ぷ

ん

あ

み

ふ
事
な
か
サ
是
で
l
H
分
有
な
ら
ば
お
れ

t

臥
饂
ざ
に
や
匹
ぬ
わ
o

n

レ
配
加
。
釦

o

gが

3

の
慰
。
却
艇
i

は
お
氣
の
短
い
。

n

レ
氣

•
9
る
ち
ょ
っ

U
も
と

一
寸
元

さ
の
短
い
賓
ま
い
さ
い
ふ
に
こ
そ
。茂

蜜
に
は
づ
れ
る
け
れ
ざ
。

H

I

何
さ
P
ふ

し
ょ
布
が
な
い
さ
。
知
娯
碍
出

LItが

ぉ

ぢ

ひ

と

叫

る

。

叫
i

v
伯
菱
サ
ア
。
あ
の
人
に

ぁ
は
も
ぼ
す

網
廊
す
り
免
零
さ
ア
に
逢
れ
申
か
よ
0

ム

ヽ
よ
い
く
委
郎
は
お
れ
が
畷
朕
。
ず

し

ら

一

る

む

す

め

か

愛
そ
ふ
に
何
に
も
知
ぬ
此
娯
な
イ
ヤ
サ
可

づ

ぁ

い

し

る

も

o

t

愛
ら
し
い
代
呂
物
た
。
買
は
そ
ふ
さ
し

た
は
い
さ
。
い
ひ
つ
、
紺
す
五
十

m。
耐

珀
訊
醤
~
o

サ
ア
転
か
ら
ば
こ
っ
ち

ニ

品

な

ん

の
子
ぢ
や
。
こ
わ
い
事
も
何
に
も
な
い
。

攀
に
も
お
れ
が
寧
L
て
や
る
，
烹
か
す
さ

う
れ

箆
ぷ
年
配
れ
ば
°
ヱ
ヽ
嬉
L
う
ご
ざ

ふ
”
全
リ
ア
。
鄭
虻
町
た
ば
配
珀
め
ば
、

つ
ば
で
鰤
ら
す
さ
ん
ぐ
り
記
茸
。
町
羹

よ
り
『
杢
名
。
芥
呼
訳
ふ
配
の

mに。

九

gめ
ひ

eつ
れ
た
ち
か
h

念

詈

諏

呼

L
の
ぶ
ば
か
痕
引
連
立
舞
る
後

s
u
t
t
ら

う

か

ね

し

た

に
は
一
人
勘
九
耶
が
金
い
た
い
い
て
舌
な

●
て

aん
eん
―

-eじ
よ
う
し
ゅ

め
す
り
C

テ
モ
扱
も
近
年
に
な
い
此
上
首

び

て

れ

｀

9

尾
手
も
ぬ
ら
さ
す
五
十
雨
さ
は
こ
い
つ
は

程
よ
く
嘗
ツ
た
わ
い
。
ァ
ぐ
1

、、

F

tド
＼
咲
蜘
ぽ
に
一
ば
い
せ
ふ
そ
ふ
ぢ
や

ひ

と

り

か

ね

ふ

き

る

＜

わ

ん

ら

う

の

み

l
＼
さ
一
人
え
み
。
金
懺
こ
卸
九
耶
は
呑

町
な
さ

L
て
硲
茶
。
ょ

L
す

の

砥

如

前
よ
-::-o
聞
居
る
ざ
じ
よ
う
が
そ
ろ
iJ
さ

で

く

わ

ん

ら

う

0』

出
0

テ
モ
ざ
め
つ
そ
ふ
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。
そ
こ
で
我
等
が
ほ
っ
ぽ
が

ぬ
く
も
る
さ
云
物
ぢ
や
。
イ
ヤ
こ
い
つ
は

胡
犀
ダ
や
わ
い
。
鍛
し
あ
の
紅
窓
奪
輯

に
は
慨
ぞ
よ
い
こ
ん
た
ん
が
布
そ
う
な
叫

こ
の
あ
＂
だ
ち
ょ
っ
と

aIt

ぢ
や
が
な
°
ム
1

此
閻
一
寸
聞
ば
あ
い
つ

の
墾
ざ
蜘
ぬ
ろ
峠
虹
も
て
こ
れ

t
そ
ふ

き

る

も

ち

：

一

ぢ

で

う

さ

え

な
°
所
（
お
れ
が
持
込
ん
で
地
識
様
に
な

で

つ
て
ぬ
つ
さ
出
る
は
よ
い
が
。
そ
の
こ

L

ら
（
に
困
つ
た
わ
い
。
ご
う

L
た
物
ぢ
や

・
ひ
は
ひ

ろ
う
な
ア
。
チ
ッ

r
。
あ
る
l
¥
°
幸
さ

つ
き
』
に
釦
塁
品
庄
ま
い
。
寄
釦
迄
如
和

み

ぜ

あ

べ

店
（
預
け
て
い
ん
だ
あ
れ
た
か
ふ
し
て
斯

う
す
る
は
。
そ
こ
で
き
や
っ
．
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簗
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榛
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ふ

く

こ

の

錦
、
輻
さ
な
り
け
ろ
あ
リ
さ
ま
な
-:;-,O

此

叩
3
-
平
な
り
禁
寄
町
か
ら
、
笥
岱

鬱
牢
て
。
詞
炉
ふ
5
鬱
衝
納
｛
わ
へ
、
ホ

ン
ニ
さ
つ
き
に
配
双
町
が
釦
じ
て
、
冠
記

そ

が

も

eが
た

り

つ

ぎ

お

の
曾
我
物
語
の
次
じ
ゃ
さ
い
ふ
て
置
い
て

い
ん
だ
ぞ
へ
。
イ
ヤ
峠
L
硲
盛
記
ヽ
が
H
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た
て
、
あ
た
お
か
し
い
、
イ
ヤ
お
か
し
い

翫
に
、
き
の
ふ
成
攣
叫
が
、
粛
事
で
紀

し
9
5

（
て
戻
ら
し
ゃ
ん
し
た
奉
公
人
、
お
か
し

の`
い
物
い
ひ
で
ば
な
い
か
い
な

3

サ
イ
ナ
ア

と

ほ

く

に

あ

n

だ

づ

の

ぼ

は

な

遠
い
國
か
ら
姉
を
尋
ね
て
上
つ
た
さ
の
話

た
C
ぎ

の

さ

え

な

ぐ

●

つ

れ

し
、
宮
城
野
様
の
慰
み
に
、
連
て
き
て
お

め

乏

h

い

で

つ

h

に

目
に
か
け
う
、
お
前
も
お
出
さ
連
立
つ
て

炉
‘
釦
”
げ
虻
叙
つ
て
。
詞
1

ア
モ
娯
も
、

わ
ざ
く
癖
iJ艇
い
ふ
て
、
マ
ア
よ
い
釘

で
は
あ
る
程
に
の
。

n

V

I
＼
し
げ
り
、

そ

こ

つ

け

そ
な
た
其
慮
ら
か
た
つ
け
や
さ
、
い
ひ
付

釦
も
あ
り
や
な
し
、
鰍
紀
↓
―

Aiが
斜
炉

に
、
い
や
が
ろ
粗
な
む
iJ旬
知
ヽ
如
研
さ

ゐ

な

か

む

す

め

あ

た

り

れ
た
る
田
合
の
娠
、
傍
き
よ
ろ
き
よ
ろ
つ

ひ
に
即
ぬ
、
鉦
が
が
よ
り
↓
二
つ
ず
諏
ヽ
も
釦

ぢ
よ
ら
う

さ
め
鵬
に
。
詞
ナ
ャ
ー
＼

l
＼
女
耶
さ
あ

叩

ヽ

位

寧

ミ

つ

て

町

担

が

、

JIH
さ

か

．

ぁ

け

ア
有
来
さ
ら
（
さ
、
二
階
さ
あ
ぶ
ち
上
て

な

ん

と

こ

る

こ
り
や
マ
ア
何
た
る
所
だ
。
ゞ
｀
―
も
か
も

光
リ
申
て
、
お
し
や
く
の
櫛
さ
あ
見
ろ
様

に
、
釦
こ
べ
え
た
記
町
さ
ア
、
栞
且
に
妬

も

の

＄

ん

2
れ

ふ

と

ん

す

11う

の
物
も
金
布
た
も
じ
ゃ
ア
、
蒲
園
も
蘇
放

そ

う

い

る

わ

し

染
の
色
の
よ
さ
、
私
ら
ア
れ
ま
つ
た
ら
、

あ
か
ぎ
れ

a.

｀`
れ

あ
く
さ
の
耕
さ
ア
引
か
、
つ
て
う
つ
切

霊~L.ゃれるさてさあ子すら詞にて國tしさベ
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か
ら
配
み
軒
す
は
。
祖
正
鄭
i

翌
、
ア
で
町

眼
の
お
つ
か
な
い
人
が
、
連
て
行
っ
て
逢

は
し
て
や
ら
う
さ
、
籠
さ
ア
に
乗
せ
て
く

e
.
5
-これ

f
)

し

．．
 

せ

b

な

る
所
灰
是
の
御
亭
の
世
話
さ
ア
に
成
IJ

虹
し
て
ゲ
炉
炉
虹
す
、
郎
か
げ
軒
す
し

他
生
の
緑
、
ほ
ん
で
御
座
る
わ
ょ
｀
赤
は

ぇ

セ

S

ら
ば
た
れ
申
さ
ぬ
ぢ
や
ア
°
ホ
ー
1

聞
げ

い
•
H

ぱ
き
く
ほ
ざ
お
か
し
い
咄
、
そ
し
て
今
の

あ

か

わ

か

9
J
9

赤
は
ら
さ
は
、
あ
ら
れ
し
な
い
さ
若
い
同

丑
•
印p
＜
づ
ろ
釦
翠
ひ
゜
虻
る
翌

し
る
宮
城
野
が
、
押
し
づ
め
て
申

L
お
ニ

ゃ

翫

贔

し

伊

宮

欝

‘

祖

ば

か
は
ろ
船
郎
、
虹
町
に
知
は
ぬ
紺
。
詞
が
[

ぁ

-
》

あ
の
子
の
言
っ
て
じ
ゃ
有
つ
だ
だ
ヽ
ア

こ
.

や
が
ア
ま
さ
い
ふ
は
な
、
愛
で
言
ふ
さ
し

様
か
ヽ
様
、
叉
赤
ば
ら
さ
い
ふ
て
じ
ゃ
は

う

そ

こ

と

さ

嘘
は
つ
か
ぬ
さ
い
ふ
事
じ
ゃ
わ
い
な
、
扱

f
j

み

ん

し

つ
て
も
が
な
れ
よ
ふ
御
存
じ
。
ナ
1

知
つ

た
も
り
か
憂
臥
は
、
夜
毎
日
毎
に
か
は

き

ら

こ

ら

は

て

お

る

お

く

る
芍
心
つ
く
し
の
果
は
愚
か
、
奥
の
さ

ろ
く
の
お
客
に
も
、
馴
親
し
ん
だ
身
の
一

•
s

ゃ
く
お
も
に

釦
。
詞
ナ
1

其
の
お
客
で
思
ひ
出
し
た
、

お

く

さ

や

く

わ

し

お

つ

つ

奥
の
お
客
が
や
か
ま
し
か
る
、
私
も
追
付

ゃ
ぅ

げ
そ
こ
へ
行
く
、
先
（
お
出
て
よ
い
様
に
．

な

か

ち

よ

う

ゐ

づ

●

や

n

レ
／
＼
し
げ
り
、
仲
の
町
の
井
筒
屋
へ

も

の

ふ

へ

ん

じ

S

行
て
の
、
の
速
事
聞
い
て
お
じ
ゃ
、

、

昨
日

罪
ぅ
く
こ
J

去

令

か

ら

、

酎

贔

が

さ

ヤ

く

ま

ち

詞
組
の
お
客
の
お
待
か

れ
い例

の
し
ゃ
ぎ
リ
。

れ
、
何
咄
し
て
居
さ
ん
す
ぞ
い
の
う
。
す

ヽ
せ
は
し
、
そ
ん
な
ら
わ

L
ら
し
奥
（
行

て
、
御
客
選
ら
み
の
え
よ
う
も
い
は
す
、

籐
そ
べ
る
度
に
ア
、
何
や
ら
、
ナ
、
そ
れ

あ
か

B

い

ひ

た

の

赤
は
ら

t
れ
て
氣
に
入
っ
て
、
日
が
ら
頼

く
ち

t

r

J

し

さ

ゆ

も
こ
口
々
に
、
い
ふ
て
座
敷
へ
行
く
ふ
リ

な
、
ざ
如
如
配
し
の
ぷ
が
醗
°
も
し

す
り

や
そ
れ
そ
さ
捐
よ
つ
て

o
mさ
つ
4F
に
か

は

な

書

あ

ね

た

づ

ひ

と

ら
の
咄
し
な
聞
け
ば
、
姉
な
尋
れ
る
人
さ

お・

r,）
、

9

.

＇1

れ
ん

う
な
、
奥
州
は
ご
こ
ら
の
生
れ
、
何
さ
い

L
ら
書
か
會
ん
ゞ
ぃ

o
q
―-P
ア
イ
奥
州
は
白
坂
近
在

上
こ
る

ふ
所
じ
ゃ
へ

●

か

ゐ

む

ら

と

-no

そ
の
さ
か
ゐ
む
ら

逃
井
村
さ
い
ふ
所
し
フ
ン
其
送
井
村
さ
い

と

こ

る

よ

も

さ

く

ひ

と

あ

ふ
所
に
、
典
茂
作
さ
い
ふ
お
人
が
有
ら
ふ

そ
の
よ
も

•
v

が
の
。
ア
イ
サ
、
其
典
茂
作
さ
い
ふ
の
は

め
ら
し
が
だ
し
ア
。
そ
ん
な
ら
わ
し
が
妹

c詞
イ
ヤ
ー
、

す

が

よ

っ

a
o

~
J
、
鎚
i
J

寄
る
た
突
退
け
‘

つ
ね

r

/
＼
．
が
ア
ま
の
常
に
云
は
し
ゃ
る
に
は

あ

ね

は

う

あ

姉
さ
ア
の
方
に
も
し
る
し
が
有
る
．
そ
れ

な
尉
に
炉
痴
心
口
ひ
、
突
釦
凶
鯨
印
畷
ろ

ぃ

ひ

あ

は

マ

さ
、
云
め

L
た
、
そ
れ
が
有
る
な
ら
早
う

つ
ん
出

L
．
見
せ
て
く
ん
さ
れ
姉
さ
ア
さ

ゅ

だ

ん

り

こ

う

な
つ
か
し
な
が
ら
油
断
な
さ
。
す
ヽ
悧
巧

な
心
、
声
ぞ
る
も
允

bi
さ
、
年
て
的
野
の

畠

よ

副

が

ば

う

や

！

‘

し

う

．

尉

詈
鄭
齢
翫
‘
鵬
即
ぬ
に
お
し
な
ら
べ
、

ぉ
っ
~
主
も
み
＂
も
珈

d

か
ざ
リ
置
い

t
る
筒
守
り
、
見
る
に
妹
し

一
四



究
‘
率
L
‘
齢
に
か
げ
ま
く
寧
寄
咀

詞．

n
v
/＼
く

・

畠

・

か

配

恰

ふ

か

、

野

苓

に

せ

い

和

さ

ん

し

だ

梨
が
、
磁
氏
呵
如
ズ
の
管
叩

i

ぃ
磁
‘
蔀

が

轡

駆

入

田

野

茶

”

そ

れ

を

寄

つ
て
居
や
る
か
ら
は
、
妹
じ
ゃ

l
¥、
n

ど
／
＼
ょ
う
顔
見
せ
て
た
も
い
の
う
。

あ

ね

あ

ナ
ヽ
姉
さ
ア
で
ご
ざ
る
か
い
の
、
逢
ひ

t

か
つ
も
諸
共
に
、
嬉
し
な
つ
か
L
鎚
LJ

寄
り
｀
想
蜘
内
平
く
m
i
J
o
配
ぞ
さ
い

ざ
や
猷
配
が
、
配
m(lli
ぬ

を

ふ

も

さ
に
、
記
か
↓
る
客
卦
印
＾
が
、
町
ヂ
布

り
げ
な
嘗
町
ふ
ふ
〗
ん
で
布
た
匹
町
く

さ
如
よ
置
ひ
そ
ひ
そ
霞
L
°
詞
す

ヽ
妹
｀
よ
う
尋
れ
て
来
て

t
も
つ
た
、
年

端
も
行
か
ぬ
そ
な
だ
さ
ヽ
様
成
さ
、
か

4

様
な
り
さ
、
い
づ
れ
ぞ
付
い
て
お
出
で

あ
ら
う
、
も
し
道
中
で
は
ぐ
れ
て
か
さ
問

こ
h

あ

ば
れ
て
わ
っ
笠
聟
な
上
げ
。
詞
ア
ー
n

>

か

あ

/
¥
l
¥
、
斯
う
め
ぐ
リ
逢
ふ
か
ら
ば
、

こ

と

な

ん

＊

-

攀
し
い
事
も
何
に
も
な
い
｀
紀
い
て
は
齊

-
〗
言
る

ま
ぬ
、
サ
ア
ざ
う
ぞ
さ
、
尋
ぬ
ろ
姉
の
心

；
‘
:
ろ
。

9
血
叡
瞬
っ
た
攀
さ
ア

な

ん

｀

そ
れ
で
何
に
も
聞
か
な
い
ナ
、
だ
4

ア
五

駐
I

船

品

芍

．

蕊

甚

資

細

さ

ぶ

ふ

ャ
ァ
ャ
ァ
ー
＼
何
さ
い
や
ろ

し
ろ
ざ
む
ら
ひ

瀑
侍
に
。

し

も

を

打
切
れ
て
お
死
に
や
り
申
L
だ
ャ
ァ
さ

餡
炉
翫
ぎ
む
船
5

詞
さ
つ
さ
モ
ふ
ぞ
ぃ
申

そ
し
て
ざ
う
じ
ゃ
益
霰
は
、
サ
ア
お
ら
だ

g
 
J
,
O
-
'
ゃ
う
や
お

け
も
す
で
の
事
殺
さ
ろ
ヽ
所
、
庄
屋
の
伯

ぢ

か

"

3

か
ん

父
が
駈
つ
て
来
て
、
り
さ
ん
で
み
て
も
肝

心
の
、
證
撼
な
け
れ
ば
だ
｀
ア
は
犬
死
、

翌
~
さ
応
な
り
や
翫
印

5
f
iもな
ら
す

い
い
な
づ
”

f

)

て`

す
ご
ら

l
¥、
そ
ん
だ
の
言
親
の
御
亭
に

た

い

ら

ん

こ

れ

こ

の

h

e

も
封
面
は
L
た
れ
ざ
し
、
是
も
此
江
戸
さ

●

う

ぁ

と

ぁ
（
舞
IJ申
す
、
跡
は
お
ら
だ
け
さ
が
ア

一五 た

よ

り

み

し

た

ぢ

た

い

び

よ

う

ま
さ
ば
か
り
、
頼
な
い
舅
に
下
地
の
大
病

ゎ
づ
ら

ヤ
ア
お
煩
ひ
で
も
あ
っ
た
か
い
の
、
ジ
テ

f
)

ほ

ん

ぶ

く

が

つ

御
本
復
な
さ
つ
た
か
。
イ
エ
ー
＼
六
月
十

岱
に
攀
L
ゃ
鯨
に
お
宛
に
や
り
叩
L
た

f
)

や
う
ぢ
ゃ
う
か
な

ャ
ァ
ー
＼
御
養
生
も
叶
は
な
ん
だ
か
。
＾

そ
な
い
蔚

は

な

も

ア
、
話
L
さ
あ
聞
い
て
さ
へ
、

か
つ
し
ゃ
ろ
物
、
じ
き
に
見
さ
ら
（
た
お

_

＿

≫

ろ

な

ら
だ
け
が
心
、
エ
ー

n

レ
、
泣
か
つ
し
ゃ

る
は
叩
寄
だ
け
れ
ば
、
印
口

Au
ふ
攀
さ
ア

邑
た
び
で
9
さ

な

ほ

す

ま

叉
病
氣
お
こ
し
て
は
狼
か
涜
な
い
。
イ
ヤ

く
、
イ
ヤ
（
．
峠
バ
犀
が
町
な
蝦
じ

ゃ
な
い
、
そ
し
て
ざ
う
じ
ゃ

l
¥
0
サ
アと

り

な
じ
ょ
に
も
か
じ
ょ
に
も
お
ら
だ
け
一
人

苗
寄
熙
如
さ
ま
が
硝
記
つ
て
、
糾
舶
し

な
ん
ほ
う
こ
う

e
-
h
o

＂ 

ろ
さ
云
ひ
め
す
げ
ざ
｀
何
の
奉
公
所
か
い

く

ち

を

し

あ

と

遭

＄

お

も

だ

＾

日
惜
い
さ
く
や
L
い
で
｀
跡
先
思
は
す
且

な

て

ら

＂

は

ん

e'ほ
ん
れ
い

那
寺
へ
か
け
こ
ん
で
、
＇
坂
東
順
證
す
る

く
に
も
4

さ
い
ふ
て
、
笈
摺
も
ら
ひ
國
元
な
、
つ
｀



も
ヤ
・
9

だ
い

、
姉
妹

は

し

た

づ

あ

ふ

走
つ
た
も
を
な

t
に
尋
れ
遇
た
ら

-

)

こ

る

ち

し

え

を

か

芍

ぅ

心
一
致
に
仕
申
し
て
、
だ
し
ア
の
敵
か
討

喜
い
ば
か
リ
｀
叩
印
す
が
ら
の
事
攣
し

そ
な
t
に
あ
は
ふ
が
築
し
み
に
、
全n
•

か
い

（

ら

う

お

も

し

が

あ

に
苦
労
さ
は
思
は
な
ん
だ
、
併
し
逢
ふ
た

ら
か
っ
ぱ
り
さ
、
し
よ
つ
骨
が
抜
け
た
様

な、

n

ど
そ
な
い
歎
か
つ
し
ゃ
ろ
手
間
で

船
田
る
I

f

¥

、
攀
れ
て
、
よ
う
記
て
く
れ
ド

め
こ
が
め
ら
し
さ
い
ふ
て
く
ん
さ
い
姉
さ

ア
さ
、
あ
ゃ
も
配
ふ

Jfm紺
に
、
起
の

鬱

鉛

累

‘

駅

ひ

ゃ

ろ

予

如

累

に
、
つ
:
く
ば
す
ゑ
の
爵
な
、
毒
釦

雙
’
諏
附
゜
畷
き
の
出
じ
攀
贔
‘
紺

泊
を
攀
お
ろ
し
。

9
E町
に
賦
ゃ

る
も
が
い
；
鍛
し
そ
な
た
は
翠
配
に
、
琴

ぅ
ぞ
っ
ぷ
が
出
叡
ヽ
瞬
寧
釦
や
い

ね

ん

ぐ

さ

え

の
う
、
年
貢
に
せ
ま
つ
て
、
さ
4

様
は
、

そ

の

く

た

す

水
牢
、
其
苦
を
助
け
う
ば
つ
か
り
に
、

n

こ

の

さ

と

み

・

9

お

も

か

へ

ン
此
廓
（
身
な
浚
つ
た
を
、
思
ひ
速
せ
ば

g

^

f

)

か

ほ

み

し

十
二
年
、
そ
な
た
は
五
ツ
子
顔
さ
へ
見
知

さ
ま

f
)
さ
い
f
)

か
~
さ
ま
し
に
め

ら
す
、
さ
ヽ
様
の
御
最
期
や
母
様
の
死
目

あ

が

な

ふ

か

・

r

に
も
、
逢
は
ぬ
さ
い
ふ
悲
し
い
不
孝
な
ば
．

か
な
い
事
が
あ
ら
う
か
い
の
、
斯
う
し
た

こ

の

い

も

と

ま

め

し

事
さ
は
厖
L
ら
す
．
此
妹
は
健
な
か
知
ら

ぬ
、
さ
ヽ
様
か
ヽ
様
お
煩
ひ
で
も
あ
ら
う

な
ら
＂
よ
も
や
知
ら
し
て
た
し
ら
ふ
物
、

た

よ

り

っ

h
は
l
ら

し

ゅ

ひ

ね

ん

つ

ヽ

J

便
の
な
い
な
杖
柱
、
首
尾
よ
、
7
年
を
勤
め

t
ら
、
國
へ
蹄
つ
て
お
二
人
に
、
築
さ
せ

ま
し
て
、
ざ
う
し
て
さ
、
色
や
浮
氣
を
容

ん
で
、
配
め
冠
か
ぶ
恥
釦
守
畷
配
の
如

も
、
そ
な
た
の
事
も
、
懇
し
な
つ
か
し
思

ふ
の
を
、
た
の
し
み
暮

L
た
か
ひ
し
な
う

名
乗
逢
ふ
た
ば
嬉
し
い
が
、
悲
し
い
は
な

し
聞
く
姉
が
、
心
も
推
し
て
た
も
い
の
さ

て

と

り

か

け

ふ

だ

い

で

み

rr‘
た
ち
ぎ

手
を
取
交
は
す
姉
妹
．
か
、
涙
々
な
立
聞
く

も

ら

な

8

た

て

の

れ

ん

し
貰
ひ
泣
L
て
立
わ
け
の
、
暖
簾
も
ぬ
ろ

は

な

し

ふ

じ

ゃ

ま

し
ば
か
り
な
リ
。
つ
も
ろ
話
は
富
士
の
山

か

す

く

ぞ

如

冨

。

詞

こ

ん

な

如

叩

ふ
は
し
か
、
借
て
讀
ん
だ
る
曾
我
物
語
、

っ
ひ
て

•
f
)

か
た
さ
う
ち

器
の
付
も
、
終
に
は
父
御
の
敵
討
．

ゴ

lJ
ャ
泣
い
て
ゐ
る
所
じ
ゃ
な
い
わ
い
の

ア
、
毎
磁
の
だ
瞬
れ
て
ゐ
た
｀
鮎
攀

い
ひ
な
づ
＂
土
つ
と
こ
の

h

9

J

の
首
競
の
夫
、
此
江
戸
に
ゐ
や
し
ゃ
ん
す

は

な

そ

0

か

た

な

9
J
こ

る

。

に

お

ぼ

さ
の
話
し
、
其
お
方
の
名
所
、
定
め
て
覺

え
て
ゐ
ゃ
ら
う
の
う
。
そ
り
や
せ
は
し
さ

な

に

も

し

に
、
何
も
聞
か
な
い
。
す
、
モ
そ
れ
な
郊

-LU 

ら
ぬ
さ
い
ふ
事
が
あ
る
し
の
か
い
の
~
そ

．L

と

か

た

も

か

ほ

し

ふ
い
ふ
事
な
ら
敵
の
顔
も
。
そ
れ
知
ら
な

一
六



い
で
よ
い
物
か
。
目
眠
の
で
つ
か
な
鼻
の

ひ
ら

t
い
男
ぶ
リ

J

モ
ウ
よ
い

l
＼
壁
に

平
、
年
叩
ば
こ
そ
な
さ
れ

t
れ
、
虹
釦
t

t
l
ぃ
配
士
の
明
？
め
ら
l
釦
釦
じ

や
で
、
お
の
れ
や
れ
敵
討
い
で
置
か
う

で

か
、
ナ
、
よ
う
い
や
っ
尺
出
か
し
ゃ
っ

尺
究
岱
沿
皿
ぎ
、
あ
れ
に
辮
れ
て

こ

の

や

た

ち

0

い
も
と

此
家
な
立
退
き
、
さ
う
じ
ゃ

l
＼
さ
妹
．
か

叩
l
め
ilil匹
が
ら
匹
‘
が
印
か
い
ー

み

た

ち

の

ぎ

る

よ
げ
臭
ご
l
ら
（
、
立
退
か
ん
さ
す
ろ
所

た
、
町
ぬ
硝
叫
か
け
町
ふ
韮
。

n
,.. 

ヤ

ざ
｀
＿
（
。
？
盛
加
配
の
い
つ
の
町
い
。

や

、

店

込
F

書
い

t

ぉ
り
ゃ
最
前
か
ら
｀
ア
い

こ

9

3

た

ち

か

た

0

愛
へ
来
た
、
か
、
わ
が
み
達
ば
敵
、
サ
ア

か
た
い
翫
閉
烈
和
釦
‘
こ
：
を
か

け
蓬
、
コ
レ
わ
る
い
ぞ
ゃ

l
¥、
そ
し
て

＄

ゐ

な

か

む

ず

ら

し

ゐ

マ
ア
其
田
舎
痕
な
知
つ
て
居
や
ろ
か
、
ア

し

8
の

ィ
、
イ
、
エ
°
知
る
ま
い
て
い
9
く
、
、
昨

（
て
戻
っ
た
わ
い
の
う
。

ふ

あ

●

（

貪

日
浅
草
で
か
、

だ
ん
な
・
・
書
ん
わ
た
<
L

い

主

は

な

a

且
那
様
私
ら
が
今
の
咄
L
o
サ
ア
聞
い

令

貪

た
で
も
な
し
、
聞
か
ぬ
で
も
。
そ
れ
聞
か

れ
た
ら
広
さ
ぬ
さ
、
叩
町
す
血
釦
5

さ
す

悶
誓
‘
釦
酎
‘
熙
熙
~
り
て
う
<

は
つL
。
9

犀
主~
aふ
庄
叩
か
、
四
ば

贔
は
そ
れ
釦
蜘
ナ
、
駐
釦
配
が
配
口
記

る
舌
な
鵬
‘
僻
た
り
や
仰
た
り
、
野

や
め
担
咄
晉
炉
暉
の
く
ら
4
祀
に
、

息

酎

つ

t。
エ
翌
餌
、
四
笠
紐
の
ず

冨
弔
衝
に
あ
り
が
ふ
こ
そ
囀
沢
、
お

れ
が
讀
ん
で
聞
か
そ
う
、
光
陰
お
し
む
べ

a
ま

ゆ

く

主
』
時
、
人
を
待
ざ
る
こ
さ
わ
り
、
日
間
行

一こ
0

9

0

ひ

か

霧

t

駒
つ
な
が
ぬ
月
日
重
な
り
て
、
一
満
は
十

一
七

釦
に
幻
に
け
り
r

詞
ナ
虹
叩
釦
｀
函
町

竺

配

置

さ

い

ふ

が

生

。

慰

ャ

器

の
息
子
殿
で
さ
へ
、
五
ツ
や
六
ツ
の
比
よ

り
も
、
思
ひ
立
れ
た
親
の
か
た
き
、
な
み

大
て
い
の
事
で
な
け
れ
ば
討
れ
ぬ
者
じ
ゃ

暑

た

ら

・

9

こ
う
し
つ

t
ぃ

n

>

マ
聞
さ
や
、
大
名
の
後
室
共
云
は
れ

ろ
Aiが
、

甚

臭

昆

醤

（

、

二

記

の
膨
が
j

ら
れ
た
も
は
広
屯
虹
餡
ヂ
の
配

い
さ
し
な
げ
に
涼
ぎ
＜
う
さ

ゎ・
s色
る

王
丸
を
、

町
い
れ
た
も
、
配
四
国
配
軒
鰤
さ
せ

如

mり
ら

笥

JH
の
配
諏
苦
ヽ
詞
智
盆

出
i

ぃ
手
が
る
ぢ
や
う
、
届
、
感
は

五
厨
畢
~
如
組
ん
でL
ふ
ざ
ろ

酎

の

芦

醤

如

知

ぎ

芽

’

あ

存
守
ふ
i

忠
）
を
さ
4

れ
た

t
虹
蜘
の

千
虹
密
．
E
、

安

穿

翫

出

序

棗

ぃ

客



.

0
ぢ

こ

れ

い

ん

U
く

い

に

い

誓

こ
り
ゃ
是
陰
憾
さ
云
ふ
大
義

曾

の
意
氣
地
、

舷

、

翌

欝

閉

峯

E
さ
い
ふ
て
、

ぃ

と

う

＂

ら

9
し

ん

あ

h
・9
マ

う

こ

さ

も

伊
東
家
の
老
臣
が
有
つ
て
、
幼
少
な
子
供

し

ゅ

ひ

み

ひ

も

ね

す

介

ん

じ

っ

サ

い

こ

よ

衆
に
、
甍
は
終
B
剰
衛
稽
古
、
夜
も
す
が

っ
<
h
う
h

ち

う

か

う

み

ち

お

し

せ

い

じ

ん

ら
机
の
上
、
忠
孝
の
道
を
敬
へ
~
成
人
の

慰
出
ん
で
、
萎
生
十
町
雷
‘
餌
配

を
五
町
出
認
9
J

が
寄
ら
し
た
も
、
琴
虹
鵬

h

ぽ

う

し

お

や

あ

ち

か

さ
い
ふ
烏
帽
子
親
が
有
つ
た
さ
か
い
、
近

で
9

ぷ
す
．

い
な

~
(
t
!、
お
れ
が
様
な
不
粋
む
く
つ

嘉

eが
た

力

も

け
な
親
方
じ
ゃ
さ
思
ふ
て
た
も
る
し
、
こ

っ
ち
虹
弊
痢
灼
じ
ゃ
さ
訳
（
ば
、

a

と

何
事
に
よ
ら
す
引
け
な
取
ら
し
さ
む
な
い

．n
&

い

し

こ

と

ア
、
こ
ん
な
事
ば
貫
ば
い
で
も
知
れ
た
事

い

え

や

う

は

な

D

じ
ゃ
が
、
今
の
様
な
咄
し
た
聞
け
ば
、
お

み

の

が

．

．

 

；
 

リ
ゃ
見
遁
L
t
ぃ
／
＼
‘
n
>
笈
た
よ
う

聞
き
や
、
首
尾
よ
う
そ
な
た
か
逃
果
て
か

か

な

―

ー

と

h
ん
f
>`
う
ま

ら
が
、
悲
L
い
事
は
遠
國
生
れ
、
L
つ
か

リ
さ
し
さ
祖
ぷ
う
て
、
記
戸
軒
た
う

ろ
つ
i
』
や
る
な
ふ
が
翌
～
品
m
‘

さ

―

》

-

》

と

さ

何
所
そ
こ
に
ゐ
ま
す
さ
い
ふ
事
な
聞
い
て

ァ
｀
ゑ
い
わ
い
打
捨
て
置
け
マ
」
は
、
颯
方

み
の
臭
で
ご
う
し
い
ば
れ
ぬ
、
そ
り
や
モ
わ

が
み
辮
m
で
t
な
い
、
駐
m
?
‘
る
癖
応

琶
親
匹
伝
州
‘
知
ゲ
た
め
で
な
い
叫
は

ひ

uり
か

・

9
9
¥

一
人
も
な
い
、
あ
れ
も
孝
行
じ
ゃ
、
こ
れ

も
貞
女
じ
ゃ
さ
、
そ
れ
な
lJ
け
り
に
仕
廻

し
ょ
↓
ゆ
い
を
り
お

ふ
て
は
、
こ
っ
ち
も
お
や
ま
商
賓
取
置
か

れ
ば
な
ら
ぬ
、
お
れ
に
成
人
の
息
子
で
も

か
•
へ
し
ん
そ
よ
び
だ
い
る
”
ヽ
み

あ
っ
て
、
抱
の
新
造
呼
出
し
た
り
、
色
狂

ひ
に
臭
な
打
つ
さ
聞
け
ば
、
ヤ
イ
極
追
め

ぽ
い
ま
く
つ
て
の
け
る
勘
嘗
じ
ゃ
さ
、
強

．
け
ん

nぞ
み

ひ

U
冨

ま

だ

い

じ

む

ず

す
る
親
の
畠
が
、
人
様
の
大
事
の
息

し・

異
見

ヂ
鵬
が
止
え
ろ
さ
、
さ
や
っ
幻
艇

5
ゃ
ゎ

い
の
、
"
~頼
も
L
さ
う
な
お
客
じ
ゃ
程

ヤ

ゐ

ぷ

ん

だ

い

じ

ち

h

つ
＂

に
、
随
分
大
事
に
か
4
』
や
さ
、
智
寓
な
付

こ
の
や
•
,
h

て
か
つ
て
し
ゃ
・

9

仕
い

る
、
マ
此
様
な
得
手
勝
手
な
商
賣
は
な
げ

．ら・
9
9よ
み

す

誓

よ

ヤ

＂

れ
ざ
、
こ
り
ゃ
是
浮
世
の
自
過
世
過
、
さ

み
ぷ
ん
・
・

0

じ

ひ

な

・

＂

う
い
ふ
臭
分
な
此
お
れ
で
t
‘
慈
悲
さ
情

•
5と
ふ
だ
ん
・

-
0
る
わ
ず

さ
い
ふ
事
は
、
不
断
心
に
忘
れ
ば
せ
ぬ
。

:
ち
ょ
っ
き
ぷ
ふ
て
見
様
な
ら
、
此
惣
六

合
わ
う
し
で
9
.

.

 h

も
ん

ふ
た
、
鬼
王
庄
司
左
蜜
門
じ
ゃ

.
t
 

は
最
前
い

ふ
ゃ
。
磁
臼
酎
町
キ
釦
の
琴
釦
配
3
い

ふ
町
な
、
釦
畔
で
も
応
忍
て
か
ら
、
ヤ
さ

つ
き
の
印
忠
姜
ん
で
、
如
か
し
つ
t

煕
屯
お
れ
に
さ
（
つ
い
釦
出
さ
れ
る

炉
布
で
は
、
ま
さ
か
配
口
町
が
ふ
t
m

4

あ
は

す
っ
ぽ
ん
の
間
に
も
合
ぬ
ほ
ざ
に
、
お
れ

が
い
ふ
翫
？
血
炉
ヽ
n
レ
／
＼
駐
m
な
し

一
八



‘t-

亭
L
て
、
血
野
臀
和
且
で
は
、
ぐ

つ
さ
！
‘
ふ
」
即
も
持
つ
斜
広
。

n

>

虹
翫
の

尻
し
つ
て
行
か
ふ
さ
は
い
ふ
ま
い
、
急
ぐ

祖
で
は
な
い
叫
に
、
知
ぎ
配
め
、
娯

L
ょ
う
さ
は
旬
冠
序
晶
科
図
序

芦
も
、
岱
が
い
た
か
さ
，
っ
ざ
！
‘

に
、
ず
奇
船
餌
い
砥

v
、IJ"＼
町
叫
釦
如

一
泊
た
、
平
L
げ
あ
る
叩
苧
な
り
。
ニ

が
翌
っ
か
痴
珂
｝
釘
に
も
Mlg
に
も
あ

f
]

》ゞ

リ
鍮
。
エ
1

あ
り
が
た
う
御
座
ん
す
さ
、

攀

油

克

樹

も

、

助

篇

晶

り

な

り
。
詞
＊
1

船
L
い
の
は
心
い
｀
町
た
虻

い

魯

み

た

ち

で

9

て
せ
ざ
る
は
勇
な
L
‘
わ
が
み
達
の
橡
な

ぎ

鐙

虻

苓

ふ

i

か
、
（
た
さ
い
や
、

砥
叫
な
が
、
お
れ
が
配
寧
も
お
よ
そ
烹

・
マ
と
な
ん
お
よ
•
-
れ

ぬ
、
朧
い
ふ
事
も
何
に

t
及
ば
ぬ

"0是
が
配
饗
箪
ら
れ
ぬ
町
、
竪
琴
け
ば

げ

ビ

ふ

9
つ

く

お

く

ざ

L
a

ひ
化
粧

t
美
L
う
L
て
臭
の
座
敷
へ
、
ソ

＞
事
ぞ
品
11
ゐ
ぬ
か
ふ
5

を
も
つ
て
記

て
ゃ
れ
い
や
い
、
L
げ
り
11
ゐ
ぬ
か
さ
呼

記
ー
て
、
町
佑
る
の
し
鉛
鉛
に
、
磁
し

突

し

あ

る

繁

印

。

晶

贔

ま

ぬ

配

ヒ
8

髯

ほ

●

わ

た

い

・

》

ま

つ

し

ゃ

ひ

疇

み

敷
は
大
謳
ぎ
、
牽
頭
末
祉
．
か
弾
く
三
昧
に

乗
っ
て
呑
む
や
ら
諷
ふ
や
ら
、
現
t
1
1
ひ

の

配

囀

霊

督

が

開

が

、

こ

も

る
煎
如
峯
・
か
、
紺
ぷ
雷
ぎ
酎

爵
醗
れ
て
ぞ
、
三
重

1
が
け
け
る
。

一
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切 次 中

鶴

澤

清

六

登
竹
古
靱
太
夫

袖
萩
祭
文
の
段

鶴

澤

道

八

竹
本
大
隅
太
夫

矢

の

根

の

段
竹
本
相
生
太
夫

登

澤

猿

糸

敷
妙
使
者
の
段

ぜ
う
る
，

a`？
e
8

ね
ん
か
つ
た
＂
も
と

こ
の
潜
瑠
璃
は
賓
屠
十
二
年
九
月
の
竹
本

釈
ふ
祀
さ
れ
た
も
の
で
匹
叫
峠
二
、
如

科
呈
忠
配
ヽ
伽
記
如
紀
ヽ
租
匹
か
―
筍

の
節
~
ふ
五
虹
血
で
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／
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放
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＼
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何
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う
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ょ

か
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れ
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ん
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う
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娠
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仕
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＂
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し
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れ

か
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を
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て
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か
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．
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戻
せ
さ
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催
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へ
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し
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ぐ
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．
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賭
道
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で
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し
、
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行
か
う
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は
思
ふ
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サ
妥
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オ
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郎
も
倶
涙
、
芸
a
事
を
分
け
て
お
仰
有

釦
‘
―
つ
ば
配
衛
釦
釦
釈
、
お
配
如

翠
の
内
は
ナ
、
呑
込
ん
で
お
り
ま
す
ほ

っ
し
つ

ざ
に
、
マ
ア
あ
い
さ
お
仰
有
リ
ま
せ
、
サ

ま
を

ァ
ー
＼
、
、
申
L
、
サ
・
・
＼
ヽ
、
ア
イ
ー
＼

ひ

と

・

こ

ま

ん

・

9

北

も

み

ふ

さ
一
言
が
百
千
萬
の
憂
き
思
ひ
、
身
な
震

る

は

し

て

罰

ぎ

9
;＼
よ
う
唄

心
し
て
く
れ
た
な
、
イ
ヤ
モ
嬉
し
い

l
¥

了
何
こ
れ
藤
七
殿
、
こ
な
さ
ん
も
い
か

贔
話
で
ご
ん
す
、

n
l
J
ャ
讐
、
親
や

包

悶

杷

尺

翫

町

手
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す

ろ

ぢ

や

な

い

か
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＾
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贔
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翌

了

訳
ふ
て
な
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し
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組
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、
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だ
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か
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れ
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第
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れ

て
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叡
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塑
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叡
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＼
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湯
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に

ひ
3

さ
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よ
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ろ
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だ
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み

か
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ゐ

1
い
ね
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わ
、
見
ぬ
顔
L
て
居
い
、
ョ
、
毎
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す

る
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町
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ポ
輯
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め
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娠
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翌
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、
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。
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瓦
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⑰
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／
＼
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；
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叙
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懸
平
lJ
せ
め
て
筵

ぁ

も

て

し

け

ピ

っ

た

念

ひ

と

れ
な
IJ
。
表
に
繁
4
曇
踏
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＼
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入
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。
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鉗
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華
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＼
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叡
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催
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績
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懲
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・
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／
＼
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．
が
丸
う
行
く
さ
申
す
も
の
、
か
う
申
せ

七

コ
lJ
ヤ

い

か

が

な

か

う

さ

ば
、
マ
な
ん
マ
J

や
ら
如
何
な
れ
·
~
J
、
仲
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梵
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ヽ
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＞
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叫
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萬
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＼
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／
＼
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榔
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＼
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＼
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娯
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＂
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＼
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『
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。
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＼
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／
＼
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＼
＼
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な
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叫
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＼
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＼
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岳
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＼
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茶
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／
＼
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／
＼
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よ
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思
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＼
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簾
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／
＼
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＼
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l
¥、
釦
如
鵬
ゃ
紺

母
ょ
lJ
、
ま
だ
1
,
＼
そ
な
た
が
逢
ひ
た
う
思
ゃ
ろ

ア
-
~
)
I
-----

＼
か
し
様
、
も
う
云
ふ
て
下
さ
ん
す

な
、
町
‘
轡
鄭
し
い
瞬
し
い
お
心
の
、
お
瞬
・
岱

先
に
ち
ら
／
＼
さ
、
片
時
へ
ん
じ
し
放
れ
ぬ
わ
い

は
な
わ
た
し
か
こ
~
ろ

な
、
放
れ
ぬ
わ
い
芍
私
が
こ
う
い
ふ
心
か
ら
、

と

し

と

ふ

た

り

な

け

お
年
寄
ら
れ
た
お
二
入
へ
、
ざ
ん
な
歎
き
な
か
け

ま
す
る
、
年
ら
す
！
＼
紀
か
す
さ
も
、
犀
で
し
野

な

ぜ

ん

ゼ

う

か

た

き

に

（

ん
で
も
無
い
、
ア

11
ヤ
前
生
の
敵
ぢ
や
、
憎
い
や

ふ

こ

9
も
0

お

も

も

な

e

，
つ
不
孝
者
J
J
、
思
ひ
切
つ
て
ぷ
つ
ヽ
リ
さ
、
歎
き

く

だ

す

こ

め

い

9
」

つ

み

を
や
め
て
下
さ
ん
す
が
、
少
し
は
冥
途
の
罪
ほ
ろ

わ
た
し

L

ぁ
と

ほ
し
、
私
が
死
ん
だ
そ
の
後
で
も
、
必
ら
す
く
よ

！
＼
息
ふ
て
、
煩
ふ
て
下
さ
ん
す
な
へ
。

y

レ

L
ほ
ら
し
い
、
孝
行
な
こ
さ
言
ふ
て

そ
り
や
•
9

！
＼
其
様
に

お
も

た
も
る
物
、
く
よ
／
＼
思
は
い
で
か
い
の
う

l
¥

く
、
阻
贔
店
事
も
宜
き
て
即
ら
れ
う
、
↓
↓

り

な

が

お

み

ら

い

あ

人
乍
ら
追
ひ
つ
き
、
未
来
で
逢
ふ
は
い
の
う
。
ア

n

レ
n

レ
叫
菜
釦
に
お
つ
L
や
る
事
‘
匹
砂
町

釦
が
釦
な
る
9

軒
ゲ
町
‘
{
＂
の
お
撻
岱
ぇ

わ

た

、

こ

＆

守

ひ

な

た

か

ら

た
な
ら
、
私
が
事
は
是
非
も
無
L
‘
}
J
う
ぞ
賓
を

慰
寧
L
て
、
奇
叫
配
な
さ
ろ
を
零
彰
か
ら
、
攀
L

ぐ
に

ん
で
居
り
ま
す
さ
、
よ
う
い
ふ
て
下
さ
ん
せ
い
。

そ
の
う
（
さ
わ
(
•
し
し

ヱ
0

ヱ
。
ま
だ
其
上
氣
に
か
し
る
ば
、
私
が
死
ん

四
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ぁ

aと
｀

》
9

．

9

あ
書
＆

だ
後
に
て
も
、
彼
の
お
人
が
愛
へ
来
て
、
浅
閥
L

あ
い
そ

い
形
を
見
ゃ
し
ゃ
ん

L
た
ら
、
ひ
よ
つ
さ
愛
想
が

痙
き
よ
う
か
さ
、
私
や
、
夫
れ
ば
か
＞
．
か
悲
L
い

ぃ
2
し

み

:
4

む
ず
る

さ
、
今
死
ぬ
る
貞
の
今
ま
で
し
、
お
ぽ
こ
娠
の
あ

公
e

ぜ
ん
『
一
ピ
•
9
た
い

ざ
な
さ
な
、
思
ひ
や
り
つ
し
二
親
は
、
前
後
正
体

う

た

ほ

あ

さ

11

な

お

と

は

主

打
ち
倒
れ
、
せ
き
上
げ
ー
＼
叫
ぴ
泣
き
、
音
ば
濱

ぎ
叫
寄
る
、
叩
に
幻
ま
す
諏
炉
り
。
殿
L
は
あ

し
喝
べ
巴
も
じ
—

7く

•
9
9

ひ
っ
た
ふ
た
り

ら
じ
さ
下
部
共
、
時
刻
移
る
さ
引
立
て
そ
二
人

の
配
lt
磁
守
ふ
函
て
ら
れ
た
る
配
デ
0
吟
れ
、

肛
搬
船
贔
叶
に
、
瑯
釈
ー
＼
の
手
郎
叩
゜
珀

も
こ
そ
あ
れ
ざ
―
叩
奴
入
に
攀
だ
か
け
、
叩
集

塁

品

寄

印

‘

町

囮

け

の

知

が

爵

ふ

h

鄭
函
れ
な
ふ
』

IBt、
岨
虹
八
が
糾
磁
‘
界
如

•
-
8

号
9

ぜ
う
れ

•
9
に
ん
―


入
も
我
手
に
入
り
、
叉
た
喜
蔵
丈
八
雨
人
は
、
此

富

い

る

・
9

お

や

か

た

言

か

み

ゐ

喜

い

主

を

し

あ

の
オ
三
耶
が
親
の
敵
、
お
上
へ
委
輝
申
上
げ
、
お

四

輯
芯
尉
祭
町
ヽ
蔚
寄
広
あ
れ
さ
配
研
＄
ば
、

翫
如
配
つ
て
既
ひ
ら
さ
詞
か
叫
勺
．
々
辮
れ
な
さ

幻

L
の
麒
5
、
デ
配
が
あ
る
か
ら
は
、
か
酎
虹

れ

う

に

ん

書

い

ろ

う

一

』

菖

る

aか
こ

ゑ

す

八
雨
人
は
、
オ
三
耶
に
心
任
せ
、
お
駒
は
直
ぐ
に

雨
親
へ
、
御
赦
免
成
ろ
ぞ
さ
あ
り
け
れ
ば
｀
は
つ

如
り
に
四
案
配
却
賓
曰
に
四
知
る
が
町
し
て

よ
る
こ
な
み
だ

U.'り
こ

皇

＇

は

め

悦
ぴ
涙
ぞ
道
理
な
り
。
お
駒
．
か
縄
目
さ
く

l
＼
さ

-
n
s
¥
0
ち

ょ

か

は

土

ん

め

ぐ

孵
け
て
鰤
ぴ

L
轡
媛
、
千
代
し
痩
ら
ぬ
御
寓
み
、

乎
“
!
＼
て
町
＾
虹
、
社
畔
り
ぞ
ゲ
こ
し
に
、
釦

へ
！
ヽ
L
暇
の
麟
ヽ
配
r
に
配
（
て
い
ち
じ
る

L
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仙 親 和 喜

松 父 尚 八

禰

次

郎

兵

衛

太

！ 

- -
鶴鶴豊

澤澤澤

清友猿

二露太

耶門郎

（諮）

mー
い
で
ゃ
駐
軒
の
黙
糾
の
う
配
か
に

て

竹

澤

園

一ノ‘

ゆ
か
ほ
ん

（
床
本
）

琴

斑

寄

品

よ

り

苗

苛

ま

野

澤

勝

市

（
雌
紐
蹂
娃

赤
坂
並
木
よ
り
古
寺
迄

豊
竹
つ
ば
め
太
夫

竹

本

鍛

太

夫

竹
本
文
字
太
夫

豊

竹

富

太

夫

こ
の
辮
叩
町

11+g釦
一
九
の
船
仰
「

m

翫
野
尉
」
の
臨
配
を
そ
の
ま
｀
叫

し
よ
（
に
ん
な
い
や

•
9

や
じ
ら
う

色
L
た
し
の
で
こ
の
段
の
内
容
は
禰
次
耶

戻町ふ知

t
彗
慰
で
知
紐
L
叩

た

ゃ

c
9

太
八
は
虹
諏
げ
こ
ん
で
ゐ
る
さ
禰
次
耶

ぷ

品

が

煕

‘

患

れ

て

和

炉

酎

こ
と

t
｀
つ
ね
ほ
か

さ
れ
る
が
そ
れ
は
悉
く
狐
に
化
さ
れ
て

お
も
し
る

e
c
e
た
だ
・
こ

r'言

ゐ
た
さ
い
ふ
面
白
い
蒲
次
喜
太
道
中
記
で

す
。

ぬ
か
言
か
房
0

だ
＾

赤
坂
並
木
の
段
よ
り

苗
釈
の
血
ま
て

こ’ち．
9
ひ
さ
く
り
げ

切
野
ぞ
誓

l

中
膝
栗
毛

乏
れ
＂

C

そ

で

お
ふ
さ
き
る
さ
の
稀
人
も
柚
ふ
り
は
0

て

罰
や
（
狂
言
）
が
野
閉
酎
ふ
虻

ゃ

C
ら・
9

ぺ

h

会
を
ず
も
の

0
ふ
る
ふ
さ
て
一
る
の
―

八
禰
次
耶
兵
衛
さ
申
者
に
て
候
抜

t
此

た

び

み

や

こ

が

た

け

ん

お

も

た

＂

さ

ふ

ら

ふ

度
都
方
を
一
見
¢
ば
や
さ
思
ひ
立
て
候

は

で

ひ

み

ち

い

そ

嗜

ふ

ら

4

殊
夏
け
ふ
も
早
B
く
れ
て
道
な
急
ぎ
侯

饗
函
如
ら
ば
や
さ
ぢ
じ
3

町
（
鹿
チ

ぁ

づ

乏

ぢ

あ

と

か

わ

じ

東
路
な
い
つ
し
か
後
に
三
河
路
や

ド
I
J
)ふ

た
か

b

.
，

す

あ

ゆ

な

れ

た

び

ぁ
た
二
川
も
打
ち
過
ぎ
て
歩
む
に
馴
ぬ
旅

も
0
い
に
あ
な

<
bん
を
応
ん
み
と
・
，
．

づ
か
れ
物
岩
穴
の
職
批
音
御
燈
の
か
げ
も

ほ
の
ぐ
ら
さ
資
町
の
部
が
も
か
磁
れ
て

a

き

は

ら

っ

8

9

た

木
原
に
ぞ
着
に
け
る
。
喜
太
八
か
た
へ
に

に荷
を
や
っ
さ
こ
さ
さ
お
ろ
L
ア
ー
ヤ
レ

l
¥／
＼
く
た
び
れ
た
／
＼
此
ご
ア
禰
次

祖

贔

を

L
て
い
る
ん
だ
ろ
ア
、
畔
く
く

れ
ば
よ
い
に
ナ
ア
匹
品
忠
で
町
け
ば
慨

で
も
出
組
叩
に
は
わ
る
い

a5町
る
さ
の

て
・
ヽ
ち
ん

事
だ
が
ア
1

く
ら
さ
は
く
ら

L
提
灯
は
な

烹

a
み

こ

と

L
何
だ
か
う
そ
氣
味
の
わ
る
い
事
だ
な
ア
・

四
四



悴

仙

松

桐

竹

紋

親 和 喜

父

桐

竹

門

造

尚

太

八

禰

次

郎

兵

循

吉

田

文

五

耶

吉

田

小

兵

吉

吉

田

榮

""'" 

人

惑

’’ 

司

紺
委
配
は
な
丘
煕
（
ナ
ゲ
プ
ジ
）
わ
ら

魯

も

＾

aら

ぁ

よ

み

じ
が
切
れ
た
か
門
止
か
さ
後
な
見
ゃ
リ
つ

ぁ

と

下

じ

も
禰
次

け

唇
り
ま
つ
毛
を
ぬ
ら
す
後
よ
り

ら
ら
べ

h

a
た

お

く

び

よ

う

し

郎
兵
蜜
は
喜
太
八
が
か
れ
て
の
憶
病
知
っ

た
れ
ば
お
ざ

L
て
や
ら
ん
さ
ー
が
疇
i

れ
L
訳

ひ
船
た
る
記
5
叩
手
唸
の
は
し
硝
辮
ぴ
加

ヘ
す
つ
ほ
IJ謳
か
ぶ
リ
さ

L
犀
茸
忠
．
釦
い

り
ワ
イ
。
ア
ヽ
申
L
/＼
御
免
な
さ
り
ま

せ

l
¥
l＼
わ
る
い
狐
さ
は
申

l
ま
せ
ぬ

よ
い
お
き
つ
橡
で
ご
ざ
リ
ま
す
御
菟

l
¥

一
こ
~
ね
あ
は
ひ
ゞ
―

さ
い
ふ
聾
は
ば
の
根
し
合
す
膝
．
か

t
l
¥

じ
ら
う
べ

h

に
は
か
つ
<

n

A

蒲
次
郎
兵
瘤
俄
に
作
り
聾
ャ
イ
ー
、
＼
／
＼

ャ
ヽ
ヲ
ャ
イ
ノ
ヤ
イ
〈
イ
／
＼
、
（
ィ
ー
＼

l
＼
の
お
（
ヽ
ら
ヘ
イ
の
〈
イ
ー
＼

l
＼

欝

品

‘

け

ふ

も

か

ご

か

さ

序

螂

た

和

ち

ゃ

ら

●

を

霞

が

お

ご

り

L
奪

わ

ず

も

9L'‘,

よ
し
ゃ
忘
れ
ば
し
な
る
ま
い
。
ア
1

申
々

お
前
様
は
よ
ふ
ご
ぞ
ん
じ
で
ご
ざ
り
ま
す

四
五

な
ァ
ほ
ん
の
そ
れ
は
で
き
俎

m鯰
で
は
ご

ざ
り
ま
P
ぬ
ア
1

イ
ヤ

l
¥
/＼
ぬ
か
す

ま
い
！
‘
ま
だ
ず
？
＼
釦
炉
阻
で
は
紅

も
な
さ
座
頭
の
肩
に
お
ぷ
さ
つ
て
川
た
渡

り
あ
ま
つ
さ
（
町
記
の
ズ
っ
た
立
叩
』
幻

く

ら

お

・

『

U.『
も
0

な
う
し
9
＼
そ
0

喰
ふ

n
ナ
横
道
者
め
が
ア
申
々
其
か
わ
リ

叫

か

畔

悶

欝

贔

わ

っ

ち

が

叡

や

し

t
か
ら
其
勘
定
は
清
で
御
せ
H

や
す
ぬ
か

す
ま
い
ま
だ

mく
眩
琴
の
咀
り
で
は
齢

の論

u.no
よ

捻

ひ

ぷ

つ

濃
み
こ
の
ば
ヽ
ア
が
所
（
夜
這
に
う
せ
佛

だ

ん

な

か

壇
の
中
（
す
て
て
ふ
て
ん
の
て
こ
な
さ
お

つ

こ

ち

祖

零

こ

咤

江

寄

鬱

野

町

翫

ぷ

に

ぬ

り

炉

贔

lt
ぬ
＜
／
＼

か
ほ
ぢ
•
:
'
‘
ふ
と
ず

8

も

0

そ
e

L
ら
ぬ
顔
重
々
の
不
届
者
め
が
其
か
わ
り

二
れ
そ
は
あ
あ

•
9
乏
ふ
ん

に
は
是
な
く
（
さ
傍
に
有
り
合
ふ
馬
の
糞

如
に
つ
ヽ
か
け
紺
研
せ
ば
ヱ
、

m.mの
ふ

わ
た
し

ん
た
私
に
チ
イ
ノ
ヱ
、
い
や
か
、
じ
ゃ
さ

叫
L
て
だ
れ
が
マ
ア
、
鯰
れ
ば
牢
ゲ
く
サ
．
―



ア
う
せ
い
ア

4
『

し

く

く

ぎ

ぬ

翌

印

ぃ
2

ま
ぐ
ら
も
と
わ
た
し
よ
び

8

た

こ

う

今
わ
の
枕
．
冗
（
私
を
呼
n

レ
喜
太
公
や
た
こ
（
ざ

e
.
'

こ
と
あ

•
9ま
た
ベ

の
様
な
事
が
有
つ
て
も
馬
の
く
そ
だ
げ
ば
喰
て
く

ゅ
S
r
ス

れ
な
7

」
の
遣
言
で
御
座
iJ
や
す
ざ
ふ
ぞ
此
儀
ば
御

れ

・

，

＂

ん

し

か

こ

の

い

f
)

な
ん
"
)
つ
れ

P

じ
ら
，
9

べ
h

了
簡
ム
1

然
ら
ば
此
以
後
汝
が
連
の
禰
次
郎
兵
衛

キ
む

が
申
す
事
何
に
よ
ら
す
背
き
は
せ
ぬ
か
ぐ
1

/＼

そ
む

l
＼
何
に
も
背
き
ば
致
し
ま
せ
ぬ
ム
I

夫
な
れ
ば

紺
恥
鉛
詑
宿
船
さ
―
つ
に
い
た
し
加
琴
の
癖

lJ
ま
で
か
つ
い
で
行
げ
ア
＼
サ
ア
早
く
か
つ
げ
い

ア
イ
サ
ア
早
く
持
て
何
な
う
ぢ
／
＼
す
る
ぞ
い
や

ゅ

た

ゞ

い

ま

い
行
け
さ
い
は
ぃ
行
か
ぬ
か
9

イ
ロ
〈
今
ま
い
リ
ま

に

し

つ

と

り

あ

み

．

5

す
は
い
の
さ
荷
物
取
上
げ
つ
く
！
＼
見
て
チ
ャ
此e.' 

・
・
も
つ

b
し

つ

れ

や

じ

●

ん

に

も

つ

は
私
が
連
の
禰
次
様
の
荷
物
に
よ
ふ
似
た
様

荷
物

な
さ
こ
は
ー
＼
眺
め
る
な
リ
そ
ぷ
リ
ャ
ア
お
ま
へ

ゃ

e
．

ん

喜

て

は
禰
次
様
じ
ゃ
な
い
か
テ
モ
抜
も
ひ
ゞ
ぃ
め
に
あ

は
し
さ
名
い
（
ば
禰
次
郎
兵
衛
吹
き
出
し
ハ
ー

し
ヽ
1

^

1

1

¥

、
ぺ
ら
叩
め
い
か
に
由
組

5
ゃ

と
て
あ
ん
ま

注
餘
り
だ

k
¥

＾I

I

1

9

¥

＼
ヽ
ヽ
イ
ヤ
マ
ウ

ゃ

じ

あ

と

こ

と

わ

る

蒲
次
さ
ん
餘
リ
お
め
へ
の
事
ち
ゃ
れ
い
か
悪
い
し

ゃ
れ
だ
せ
珀
さ
へ
お
つ
か
れ
ヱ
出
さ
酎

5
年

お
も

に
思
ひ
が
け
な
ふ
ワ
イ
さ
言
ば
れ
て
イ
ヤ
モ
ウ

1

ヽ
，
．
、
、
あ
っ
た
ら
肝
を
ひ
や
し
物
に
し
ゃ

L
た

ぐ

、

し

1

喜
太
公

l
＼
サ
ア
／
＼
／
＼
氣
け
ん

釦

し

て

庁

感

ぞ
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花£

舞 の
庭 壷 さ

ヘ
ヘま

座げ
.,. .... ら

ぅ劇
ぬ

ぞ



は

て

ほ

か

ゃ

じ

さ

ん

さ
れ
果

t
る
馬
鹿
ら
し
さ
ア
-n~ 

ー
．
＼
瀾
次
様

a
h
な

り

な

ん

な

り

お
前
の
形
ば
ソ
リ
ヤ
何
さ
い
ふ
形
じ
ゃ
チ
ャ

l
¥

l
¥
l＼
こ
り
や
ざ
ふ

L
た
ん
だ
ろ
お
い
ら
タ
ァ

死
ん
だ
は
づ
だ
が
カ
ノ
親
仁
め
に
す
つ
ば
つ
さ
は

し

ぇ

ほ

・

『

ず

1
な
と

が
れ
て
仕
舞
ふ

t
、
サ
ア
わ
し
も
坊
主
に
皆
取
ら

は

だ

か

か

ん

も

ん

い

ま

ほ

こ

す

れ
裸
百
貫
一
文
な
し
今
の
胡
主
は
さ
こ
（
い
た
の
―

8
つ
わ

b
ら

た

い

や
っ
ぱ
tJ
あ
い
つ
し
狐
で
有
ふ
大
そ
ふ
に
ば
か
さ

さ

た

し

ゃ

・

つ

あ

れ
た
く
、
イ
ヤ
コ
レ
喜
太
八
ざ
う
ぞ
仕
様
有
は
有

こ

じ

さ

ほ

か

し

あ

ん
外

し

る
ま
い
か
ゞ
J
`
9
↓J
言
ふ
た
ら
乞
食
よ
リ
に
思
案

こ
ヽ
ろ
ぼ
そ
，

は
な
い
は
い
な
ア
ア

n

:
=
-
ヤ
ヤ
｀
イ
そ
ん
な
心
細ら

の

い
事
い
ふ
な
や
い
そ
れ
だ
さ
い
ふ
て
ざ
う
な
る
物

か
お
門
瞬
ざ
れ
も
瞬
沢
｀
つ
も
叩
ふ
か
狂
歌

1

な

ざ
ふ
t}
う
ぞ
何
ん
さ
お
し
ゃ
う
に
み
な
さ
ら
れ
ゃ

ぅ
l
＼
じ
ゅ
ば
ん
一
つ
喜
太
八
さ
ハ
ざ
う
だ
い
中

々
う
ま
く
や
り
や
が
つ
た
そ
ん
な
ら
お
れ
も
一
っ

や
つ
て
や
ろ
ふ
ヱ
1

こ
ふ
つ
さ
門
ー
ゅ
う
べ
ま
で

さ

や

ぢ

ら

う

べ

h

か
さ
れ
着
で
ゐ
た
禰
次
郎
兵
衛
け
ふ
か
た
び
ら
に

ょ

な
っ
た
哀
れ
さ
。
ハ
ー
1

ヤ
夜
が
あ
け
た
に
こ
ん

な
に

な
さ
ま
で
う
ろ
／
＼
し
て
も
い
ら
れ
ま
い
何
か
よ

お

も

っ

さ

あ

あ

1

い
思
ひ
付
は
有
る
め
H

か
有
ー
＼
コ
レ
こ
し
に
ほ

う
き
の
古
い
の
．
が
あ
る
。
是
で
お
れ
が
奴
ふ
る
か

ぇ

h

そ
の
＂
た
ふ
る
ひ
・

4
.
9
L
•
9

ら
お
前
は
其
下
駄
の
古
い
の
で
拍
子
を
打
ち
な
さ

（
そ
ふ
し
て
成
tJ
さ
も
行
ふ
じ
ゃ
な
い
か
イ
ヤ

r

た
も
し
ろ
．

s
た

ィ
ッ
：
ち
ゑ
だ
面
白
い
、
そ
ん
な
ら
喜
太
八
ふ

tJ

だ
迂
ろ
さ
つ
か
け
．
（
い
0

行
列
）
ハ
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ

烈
ノ
も
さ
ん

k
＼
虹
さ
れ
た
畔
で
釦
軒
・
か
如
る
印

な
か
成
つ
て
も
な
ら
い
で
も
し
よ
こ
さ
が
な
い
ハ
レ

は

か

L
ゆ

ぐ

い

お

ほ

ワ
イ
サ
ノ
サ
コ
レ
ワ
イ
サ
ノ
サ
馬
鹿
な
宿
入
リ
大

鳥
毛
ヒ
ン
／
＼
ド
ゥ
ー
＼
し
ゃ
ん

l
\
/

＼
夢
ぢ
•

ひ
1
8
く

り

け

と

て

ょ

を

"J

を
た
ざ
る
こ
し
ち
に
て
膝
栗
毛
注
世
の
：
人
の
笑
ひ

た

ね

な

の
種
さ
成
り
に

titJo

五
四

行興泄見顔例吉

條四•都京

座 南
・幕開時十前午部の査・

•幕開時五後午部の夜・



△
十
一
月
＿

B

ほ
ん
わ
ん
与
9
び

か

ざ

名
作
の
十
一
月
興
行
の
も
さ
に
本
年
掠
尾
な
飾

ふ
冠
雷
贔
旺
を
町
げ
る
。

△

+
-
g
-
B
 

塁

翫

翫

如

磁

i

―
累
品
配
さ
れ
た

翌

起

品

話

蟹

爵

の

野

ぷ

か

珈

ぃ
8

じ

ん

け

ふ

は

た

ら

っ

さ
判
官
さ
の
呼
吸
の
あ
っ
た
人
形
の
動
き
さ
津

さ

●

：

製

れ

ら

し
の
呼
吸
も
つ
が
く
ぬ
咽
喉
に
い
た
＜

れ
砒
剛
守
祖
辮
で
あ
っ
だ

△
十
一
月
l_-B

笥
如
ふ
ら
し
て
ゐ
ら
れ
ろ
迂
如
釈
配
配
釦

f
)

ら

ぶ

ん

が
御
来
観
さ
れ
ま
L
た。

△
十
一
月
四
日

粗
熊
品
戯
虹
専
、
整
幻
紀
、
翌
恥
厨

畔橋ツ四

りよ

清

息

日

誌

十
一
月
の
文
業
座

五
五

の
酌
雰
娑
鬱
れ
で
腎
痴
配
あ
ら
れ
翁
釈

f
)

ゆ

か

い

f
)

け
ん
ぶ
つ

に
御
愉
快
に
御
見
物
な
さ
い
ま
L
た。

△
十
一
月
五
日

去
ほ
さ
古
f
)

ふ
く
ピ
｀
え
芍
？

tし
ゅ

書

い

寮

ん

・

h
｀
め
い

大
阪
呉
服
商
同
盟
會
主
催
の
も
さ
に
、
全
國
銘

畠

困

釦

雷

畠

さ

な

IJ
祖
如
缶
町
ら
れ

鬱
の
応
拿
い
一
旺
な
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

令
一
月
七
日

却
i
釦゚

あ
か
い
11じ
ょ
う
し
ら
い
か
ん

赤
池
濃
氏
来
猥
さ
る
。

△
十
一
月
八
B

呼
虹
叩
密
ぶ
即
叫
宏

g
が

、

緊

郎

即

ち

eゃ

g

み

ぃ

も
茶
屋
場
な
職
入
っ
て
ゐ
た
。

年
2
名
ぅ
や
な
智
は
ら
は
く
ら
こ
か
ん

東
京
よ
り
柳
原
伯
来
穀
さ
る

3

△
十
一
月
十
日

畠

畠

翌

誓

i

叩

密

窓

即

鬱

益

g

uぃ
nん
し

う

●

い

か

つ

ひ

で

た

ち

ょ

大
演
賓
の
た
め
西
下
L
た
序
に
立
寄
ら
れ

t°

閉
尉
患
却
繋
器
鰍
峯
繋
品

悶

印

辮

め

て

爵

を

和

胆

L
て
代
か
れ
ま

f

、
0

今'‘

し

電
話
戎
三
七
五
六
香

現

代

的



△
十
一
月
十
一
日

か
じ
ん
う
よ
く
て
う
い
う
め
い
ひ
ら
つ
か
力
ほ
さ
か
し
で
ん
き
さ
よ
く

歌
人
局
長
さ
し
て
有
名
な
平
塚
大
阪
市
電
氣
局

釦
の
密
店
祖
諏
奴
野
屈
需
ぞ
ぃ
て
う

ぢ

よ

し

み

と

く

ぺ

つ

し

つ

な

ら

女
史
が
見
へ
ら
れ
特
別
室
で
『
お
か
る
さ
並
ん

で
』
の
自
署
を
牧
め
ら
れ
い
さ
満
足
げ
で
あ
り

ま
し
’た。

△
十
一
月
十
三
日

か

な

だ

加
奈
陀

苓
ほ
言
か
ふ
し
な
ら
び
せ
う
こ
う
か

い
ぎ

し

よ

ぞ

う

た

い

大
阪
府
市
並
に
商
工
會
議
所
の
招
待
で

じ

C
5ふ
，、

さ

つ

た

ん

よ

ら

い

し

ん

し

し

ゅ

＜

ぢ

よ

れ

ん

む

か

賀
業
蔵
察
園
五
十
餘
名
の
紳
士
淑
女
連
を
迎
ヘ

ま
し
た
。
撃
5
に
5
8ぞ
諮

か

店

も

の

も
J

町

て
う
じ

か

ん

．

へ

つ

へ
て
か
な
リ
長
時
間
を
す
ご
さ
れ
ま
し
だ
別

饗
霞
尉
冒
酎
誓
伯
暫
ぢ
翫

累
lltあ
り
、
ば
醐
鉛
鵬
つ
麿
こ
ろ
デ
に

記
つ
て
町
・
つ
げ
す
る
な
ぐ
J

即
図
酎
応
れ
ま
し

`
)
0
 

f
 

△
十
一
月
十
三
日

し
ん
に
な
へ
い
―
}
＜
た
い
し

し

新
任
米
國
大
使
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
フ
ナ
ー
プ
ス
氏

ね
つ
し
ん

f
}

ら

ん

の

ち

と

く

後
特

み

が
お
見
へ
に
な
リ
熱
心
に
御
覧
に
な
っ
た

△
十
一
月
十
四
日

塁
衛
紐
船
ヂ
↓
髯
・
か
俎
尉
翌
畷

と

く

べ

つ

し

つ

も

＾

ろ

・
9

つ
か

倉
氏
の
案
内
で
来
観
、
特
別
室
で
紋
十
郎
の
遣

ふ

お

亨

記

邦

し

て

忌

寄

m固
な
鶯
か
れ
て

か
へ蹄

ら
れ
た
。

別
室
で
紋
十
郎
が
お
軽
な
遣
つ
て
見
せ
ま
し
た

一‘

氏スブーオフ債大國米任新 るず興に厩お形人

／
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△
十
一
月
十
七
日

ひ
が
し
ま
る
と
う
ゆ

吋

だ
い
せ
｀
こ
に
｀
か

い

ゼ

い

け

う

き

は

東
丸
醤
油
の
大
招
待
會
で
盛
況
な
極
め
ま
し
た

△
十
一
月
十
九
日

き
り
た
＂
ら
ん
ろ
う
こ
う

h
ん

ほ

ん

ぴ

じ

ん

ざ

か

い

け

ふ

ま

ん

桐
竹
紋
十
郎
後
援
の
た
め
本
美
人
座
が
開
業
諾

し
う
ね
ん
さ
ね
ん
し
ゅ
く
が
か
い
か
ね

だ
い
か
ん
ゼ
｀
つ
か
い
も
よ
う

三
周
年
記
念
祝
賀
會
を
兼
て
大
鑑
賞
會
．
が
催
さ

な

そ

む

び

じ

ん

れ
ま
し
た

Q

そ
の
名
に
背
か
ぬ
美
人

五
十
餘
名

要夫卿ン')ムト るす手握ご形入

五
七

し

き

ふ

く

そ

ろ

く

わ
＂
ん
き
は

が
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
式
服
持
ひ
で
華
絢
な
極
め

ま
し
た
。

△
十
一
月
十
九
日

お
ほ
さ
か
ふ
ほ
う
め
ん
い
ゐ

ん

す

ば

け

ム
セ
き

大
阪
府
方
面
委
員
"
f
J

し
て
素
晴
ち
し
い
業
綾
を

睾
げ
て
ゐ
ら
る
ヽ
岡
嶋
伊
八
氏
の
招
待
で
柴
田

ち

じ

ふ

じ

ん

な

か

ら

ゐ

な

い

む

ぷ

て

う

お

ほ

た

け

け

い

さ

つ

ぷ

て

う

知
事
夫
人
、
半
井
内
務
祁
長
、
大
竹
警
察
部
長

等
要
路
の
好
者
が
お
見
え
に
な
リ
ま
し
た
。

△
十
一
月
二
十
日

ほ
り
h

ふ

じ

ん

か

い

か

た

卜

＼

な

f
)

っ
さ

堀
江
婚
人
會
の
方
々
が
和
や
か
な
お
集
ひ
な
こ

た
の
し

の
趣
味
の
殿
堂
で
心
ゆ
く
ば
か
リ
お
娯
み
な
さ

い
ま
し
た
。

△
十
一
月
二
十
日

h
い

こ

く

け

い

ざ

い

し

せ

つ

け

う

f
)

こ

う

し

ら

ゐ

英
國
経
涜
使
節
ト
ム
ソ
ン
瘤
の
御
一
行
な
白
井

き
ゃ
ぅ
P
A
5
い
じ
ゅ
っ
だ
い
f
)

社
長
が
御
招
き
し
て
、

わ
が
郷
士
藝
衛
の
醍
醐

み

ま

ん

き

つ

い

た

ゞ

ひ

し

唸

た

ち

味
を
涵
喫
し
て
戴
き
ま
し
た
。
こ
の

8
柴
田
知

じ

ふ

じ

ん

な

か

ら

ゐ
な
い
む

ぷ

て

う

ふ

じ

ん

そ

の

た

お

ま

ね

事
夫
人
。
半
井
内
務
部
長
夫
人
其
他
の
御
招
き

・

：

う

ふ

じ

ん

れ

ん

み

し
よ
く
9
」う

で

一
行
の
夫
人
連
も
お
見
へ
に
な
リ
食
堂
で
チ

ー
パ

ー
テ
ー
を
犀
斗
函

5
図
配
釈
和
叫
め
ま
し

,_喜

I~: 
鋤86~竹怠禽加

入へ西筋堂御目丁四町物詣臨東市阪大
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△
十
一
月
廿
一
日

ぷ
ん
ら
く
ざ
—
F
,
h
ん
か
い
し
ん
ま
ち
れ
ん
そ
し
も
ゃ
く

文
楽
座
後
援
會
新
町
連
が
組
織
さ
れ
て
、
約
三

め
い
が
た
卜
＼
せ
い
さ
や

•
9

と
う
す
ゐ

百
名
の
方
々
が
清
興
に
陶
酔
さ
れ
ま
し
た
。

△
十
一
月
廿
二
日

＊
濯
さ
が
が
ぐ
せ
い
h
ぃ
ぐ
わ
れ
ん
め
い
な
ら
ぴ

お
ほ
さ
か
が
く
セ

r

大
阪
學
生
映
薔
聯
盟
並
に
大
阪
學
生
ド
ラ

r
.

行一隈察親業質詑奈加 るすけづ頬l)たし手提ご形人

だ
□

炉
よ
り
は
印
如
デ
は
声
彰
ひ
な
し
て

興
を
添
え
ま
し
た
。

か
ん
せ
う
か
い
か
い
さ
い

リ
ー
グ
の
鑑
賞
會
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

△
十
一
月
廿
三
日

ひ

き

か

く

せ

い

し

よ

し

か

ん

ゼ

う

か

い

も

よ

う

＇
引
つ
ぃ
き
學
生
諸
氏
の
鑑
賞
會
が
催
さ
れ
ま
し

、、

0
f
 

△
十
一
月
廿
四
日

セ
ん
て
い
そ
‘9
く
は
ら
ふ
さ
の
す
け
し

は
じ

み

前
逓
相
久
原
房
之
助
氏
が
初
め
て
お
見
へ
に
な

リ
ま
し
た
。

△
十
一
月
廿
九
日

塁

尉

畠

配

雷

鬱

俎

尉

虹

ド

ラ

マ

・

か
た

t
け
ん
さ
う
か
ん
け
さ
か
い
か
い
さ
い

リ
ー
グ
の
方
々
が
研
究
観
劇
會
な
開
催
さ
れ
ま

ヽ
ヽ

0

中
i

し
△
十
一
月
三
十
日

硲
加
吋
．
恥
配
き
記
応
さ
れ
叩
町
の
広
釦
で
あ

り
ま
し
た
。

△
十
二
月
一
日

ぜ

つ

だ

い

に

ん

き

W
た

ゞ

め

:

さ

く

が

つ

こ

‘
3
b.9

絶
大
の
人
氣
な
戴
い

t
名
作
の
十

l

月
興
行
も

ぽ

ん

じ

つ

も

っ

て

ん

し

う

ら

く

い

た

い
よ
／
＼
本
8
な
以
て
千
秋
築
さ
致
し
ま
し
た

2
院

優
秀
品
紹
介

こ
の
冬
は
防
寒
用
さ
し
て

大
衆
何

フ
ェ
ル
ト
カ
ラ
ー
こ

高
級
品

セ
ー
ム
カ
ラ
ー
が

洋
服
黛
を
完
全
に
風

靡
し
て
居
ま
す
。

な
ぜ

そ
れ
は
、
肌
さ
わ
り
よ
い
。

暖
い
。
丈
夫
な
。
の

三
拍
子
そ
ろ
つ
て
ゐ
る
か
ら

今
一
ツ

開
訂
紐
L

晶
麟
鴫

な
事
な
一
般
需
用
者
よ

tJ
認

識
し
て
項
ゐ
た
た
め
。

到
る
所
の
洋
品
雑
貨
店

に
て
販
賣

五
八



五
九

一
、
嘗
座
御
使
用
御
希
望
者
＾
嘗
座
備
付
ノ
用
紙
各
項
二
詳
細
御
記
載
御
申
込
下
サ
イ

二
、
御
使
用
貴
任
者
＾
嘗
座
御
使
用
規
定
チ
固
ク
御
守
lJ
下
サ
ル
事
＾
笏
論
、
器
具
備
品
等
ノ
管
瑾
取
締

．
ノ
責
任
チ
御
墨
ジ
下
サ
イ

若
ジ
右
ー
ー
違
反
セ
ラ
レ
ク
ル
時
ハ
故
意
卜
過
失
チ
関
＾
ズ
御
使
用
前
デ
モ
御
使
用
中
デ
モ
御
使
用
チ

取
清
ジ
致
ジ
マ
ス

三
、
嘗
座
御
使
用
料
金
＾
別
表
ノ
通
リ
デ
ア
lJ
マ
ス

長
期
閻
二
浪
ル
御
使
用
＾
特
別
二
御
相
繭
申
¥

r
ス

四
、
御
使
用
料
金
＾
嘗
座
が
御
使
用
チ
承
諧
ッ
ク
ル
時
直
二
御
牧
メ
下
サ
イ
、
既
納
ノ
御
使
用
料
ハ
ー
傾
御
返
却
致
‘
>
マ
セ
ヌ

但
ッ
不
可
抗
カ
ニ
ョ
lJ
嘗
座
が
御
使
用
二
堪
工
ナ
ク
ナ
ッ
ク
時
＾
全
額
御
速
却
申
ッ

r
ス

御
使
用
一
週
閥
前
迄
二
御
使
用
御
取
浦
叉
＾
御
羹
夏
チ
申
出
デ
ー
フ
レ
ツ
時
＾
牛
額
御
返
却
申
シ

r
ス

五
、
御
使
用
方
法
ニ
ョ
lJ
嘗
座
が
必
要
卜
麗
メ
ン
時
＾
御
使
用
者
ノ
費
用
デ
必
ズ
其
ノ
設
備
チ
ッ
テ
戴
『
マ
ス
之
ノ
設
備
チ

怠
ラ
レ
ッ
時
＾
御
使
用
チ
取
浦
ツ
マ
ス

六
、
御
使
用
者
ノ
御
希
望
デ
嘗
座
ノ
承
謳
ジ
鼻
ル
場
合
＾
御
使
用
者
ノ
費
用
デ
特
別
ノ
散
備
モ
出
来

r
ス

七
｀
五
‘
六
項
共
二
御
使
用
賽
ノ
塙
合
＾
直
ー
ー
之
チ
撤
去
ッ
テ
戴
全
マ
ス
、
之
チ
怠
ラ
ン
ジ
場
合
＾
嘗
座
ニ
テ
之
チ
施
行
ッ

費
用
＾
御
使
用
者
カ
ラ
申
受
ケ
マ
ス

八
、
御
使
用
中
建
物
叉
＾
附
属
品
チ
殿
損
或
＾
咸
失
サ
レ
ッ
時
＾
富
座
ノ
定
メ
ル
損
害
額
チ
御
使
用
者
カ
ラ
鶉
償
ジ
テ
戴

t

マ
ス

九
、
御
使
用
者
＾
雷
座
従
業
員
ノ
職
務
上
ノ
入
室
チ
拒
r
レ
ル
事
＾
出
来
マ
セ
ン

十
畜
嘗
座
従
業
員
ー
ー
於
テ
謳
メ
ク
ル
人
敷
以
上
ノ
御
入
塩
＾
御
断
lJ
申
ジ
＜
ス

．
底
妻
行
ノ
入
場
券
―
ー
ジ
テ
使
用
不
可
能
ノ
葛
合
＾
御
使
用
者
＝
於
テ
御
責
任
チ
貧
＾
レ
雷
座
＾
一
切
其
ノ
貴
―
―
任
セ
マ

セ
ヌ

十
一
、
蜜
本
検
闊
並
二
興
行
願
＾
一
切
御
使
用
者
偏
ニ
テ
御
取
囲
下
サ
イ

且



文業座使用料 （一日）

~ 場所
取容人員 査（至自午後正五午時ヽ I 夜（至自午同後十一六時時）査夜（至自午正後十午時‘） 

干 B 80圃 100圃 160圃

1文 棄 座 約 850人 土曜 80圏 110圃 170圃，

I 望 90圃 11 0圃 180圃

◇上記時閥ハ季節ニヨり多少ノ伸縮チ致ツマス

◇割引— Y/集會9性買ニョ IJ 割引スルコトがア l)~ス

器具御使用騎

器 具 備 考 敷料金

舞匿照明電氣料査夜普通燈ノミ 1回 IS圃

同 同普通燈Iミナラザ/1,'1'it 1回 20圃

所 作 舞 蓋査 夜 1回 10圃

活 動寓翼設備査叉夜映寓設備電氣技師共 1回 50圃

同 査夜通ジ 1回 70llill

アプライ 1-t'アノ査 夜 1回 20圃

音 築譜面壼査 夜 1蜜 10錢

アークス＊））・ト査夜4•5 KW 1謳 18圃

ス ポ ツ lヽ 同大 (lO~OW) 小 (500W) 1壼 5圃

ザイド・ライ r500W IOOOW 1塞
5薗 I

ツー 1Jゾグス＊ツト IOOW 500W l壷 5圏

サスペゾジョンヲイト IOOW 500W 1蓋 2fill 

フットラ イ } 20W IOOW 7球 1本 1圃

セラチソペーパー 1枚1回 1圏

大 箇 立査 夜 1劉 5園

演 壇 殴 備同 1回 2圃

其 他必要二應ジ賞費 I 
受電付話係2名2名、案、下内足10名2名、 1 B 1人 l圃宛 16圃 l

冷風綾置使用料 無料

匿風ヲヂ:::c-ク使用料 無料

I 
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内案御席塩御座業文

室 廻慌
•こ二 m,·ー りい'"----'"" 

9
9
 

二

芭

侃

喪

室

一

晒

R
竺

六

、
、
、
、

御
観
覧
料
の
外
一
切
御
不
要
の
上

大
部
分
椅
子
席
に
な
つ
て
居
リ
ま

す
か
ら
お
一
人
で
し
御
愉
快
に
洋
-
―

服
で
も
お
築
に
御
見
物
が
出
来
、

ま
た
お
出
入
が
御
自
由
で
す
。

、
、
、
、

前
賓
切
符
壼
等
お
座
席
●
壼
等
椅

子
席
の
お
切
符
は
五
8
餌
か
ら
蛮

賣
致
し
ま
す
、
ま
た
五
日
以
後
の

お
切
符
も
右
席
に
限
LJ
御
躁
約
申

し
上
げ
ま
す
か
ら
上
圏
の
座
席
表

に
依
つ
て
お
早
く
御
望
み
の
御
塙

席
た
お
申
し
込
み
に
な
れ
ば
お
心

の
ま
ヽ
に
お
好
き
な
虞
．
か
御
自
由

に
~
J
れ
ま
す
御
用
命
の
節
お
呼
出

L
の
電
話
は

南
四
七
ー
一
番
で
御
座
ゐ
ま
す

切
符
賣
塩
右
指
定
席
切
符
は
嘗
8

前
賣
さ
も
正
面
西
側
本
家
入
口
に

て
蛍
賣
L
て
居
iJ
ま
す
。

二
等
席
・
三
等
席
切
符
ば
嘗
8
正

面
入
口
に
て
登
支
致

L
ま
す
。

尚
多
人
敷
様
お
園
体
様
の
お
申
込

も
御
相
誤
い
た
し
ま
す
。



物飲おご理料おいか温

内案御 堂食座築文 南
直

一
螢

（
西
舘
階
上
）

洋

貪

堂

て
五
0

ス
ピ
ー
ド
•
デ
イ
ナ
ー

5

五
御
定
食
」
）

ス

ー

。

フ

、

四

0

フ
ラ
イ

9

海

老

、

魚

一

時

債

す

・

1

レ

ツ

、

四

0

ゴ

ロ

ッ

ケ

ー

、

四

0

ピ

ー

フ

カ

ッ

レ

ッ

、

四

〇

チ

キ

ン

カ

ッ

レ

ツ

、

四

〇

ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
（
五
分
間
）
、
五
五

カ

レ

ー

ラ

イ

ス

、

三

五

チ

キ

ン

ラ

イ

ス

、

四

〇

n
1
i
V
ド

チ

キ

ソ

畜

五

五

コ

ー

ル

ド

ハ

ム

、

五

五

コ

ー

ぃ

＂

ド

ビ

ー

フ

、

五

五

マ

カ

ロ

ニ

ー

チ

ー

ス

、

四

〇

ア

ス

パ

プ

が

ス

、

四

〇

サ

ン

ド

ウ

ィ

ッ

チ

、

四

〇

ソ

ー

ダ

水

（

特

製

）

、

二

〇
一、

0

0

文
築
ス
ベ
ツ
ジ
ア
ル

ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

和

貪

堂

（

西

舘

階

下

）

吸

付

舞

嘗

一

、

0

0

御
食
事
、
五
品
御
飯
香
物
）
二
、
0
0

親

千

丼

、

五

〇

ソチリコウミミアドマ文 アケ約：冷ツダ＇特菊お赤鐵雀ちに

ょ キニイ 1) 1) ブラ 9 酒イ コ 1イア
すサイヵ ス ク‘` ャサ

らぎ

ど lュャスナソンマツ
ク

ク I I水 ヒ正吸だ火壽 Lリ
ス・ ダフテク 1/ 

、レ

lツキネ
ビ

ケ ラ ラ ニンテ 1 ヒ普モ 1 疇
ッス /Vク 1ア 1ツイカ JV 塩ムキ茶 1邑ンル宗物 L巻司司司
ト ベク、一

テ西
9レ舘

階

‘各各各各‘‘‘‘
上、、
'--

二 七九 0六六七
0種直種種0000  0 0 

、、、、、、、、、、、、、、
ニー一ー一三五三二三五五五五
00  0五五oo五五五 0000
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お
出
口
は

御

摸

需

晶

は
壽
煙
軍
は

翌
苔

賓

店

は

論
食
事
は

西
側
別
館
の
階
上
、
階
下
に
大
食
堂
さ
喫
茶
室

酒
場
が
御
座
い
ま
す
。

階
上
は
洋
食
さ
バ
ー
。
階
下
は
和
食
本
位
の
食

堂
、
食
事
時
間
は
混
み
合
ひ
ま
す
か
ら
一
幕
前

に
銀
約
を
願
ひ
ま
す
さ
お
仕
度
な
整
へ
て
お
待

L
て
居
り
ま
す
。

一
階
さ
二
階
の
東
側
休
憩
所
に
御
座
い
ま
す
。

お
菓
子
、
香
附
畜
雑
諒
、
お
蝦
草
そ
の
他
幕
間

の
お
慰
み
の
品
々
な
取
揃
え
て
御
座
い
ま
す
。

殿
方
は
西
側
の
一
階
さ
二
階
に
、
御
婦
人
は
東

側
の
一
階
さ
二
階
に
御
座
い
ま
す
。
廊
下
及
び

塙
内
御
散
策
の
際
は
二
階
西
側
休
憩
所
前
に
お

化
粧
室
が
御
座
い
ま
す
。

一
階
二
階
虞
下
に
喫
煙
室
な
備
（
て
あ
り
ま
す

か
ら
お
逗
草
は
＜
ひ
此
虞
で
お
願
ひ
致
し
ま
す

御
座
席
で
は
御
遠
慮
下
さ
い
。

正
面
一
階
に
御
預
り
所
が
御
座
い
ま
す
か
ら
お

持
ち
も
の
は
な
ろ
ぺ
く
御
預
り
所
（
お
預
け
下

さ
い
。
お
帽
子
は
椅
子
の
下
に
設
備
が
あ
り
ま

す
か
ら
そ
れ
（
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

御
蹄
リ
は
混
雑
い
た
し
ま
す
か
ら
成
ろ
ぺ
く
終

演
一
幕
前
に
御
受
取
な
願
ひ
ま
す
。

お
下
足
札
赤
札
は
正
面
西
本
家
入
口
で
お
渡
L

致
L
ま
す
。

黒
札
は
正
面
入
口
束
側
で
お
渡
L
致
L
ま
す
。

論
電
話
は

自
働
車
の

御

用

は

露
驀
に
も

警
ffl碩

出

演

者

場
内
に
て

幕
間
中
は

案
内
人
へ

論

嬬

席

券

は

貴
重
品
は

六

各
位
に
お
持
ち
下
さ
い
、
お
塙
席
お
立
ち
の
さ

き
は
御
携
瞥
願
ひ
ま
す
。
•

各
自
こ
御
持
ち
下
さ
い
ま
し
、
切
符
に
一
枚
づ

ヽ
香
盛
が
附
い
て
居
り
ま
す
か
ら
お
塙
席
の
香

蛾
な
シ
忘
れ
な
い
や
う
に
お
願
ひ
い
た

L
ま
す

御
祝
儀
お
心
附
は
堅
く
お
辟
退
申
上
げ
ま
す
。

不
行
屈
の
貼
は
事
務
室
ま
で
御
注
意
の
程
お
願

ひ
い
た
し
ま
す
。

案
内
人
が
お
茶
な
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
御
休
憩

所
で
御
自
由
に
お
飲
み
下
さ
い
。

蒸
L
ク
ナ
ル
の
準
備
が
御
座
ゐ
ま
す
か
ら
御
自

由
に
御
使
用
下
さ
い
。

寓
置
撮
影
は
絡
封
に
お
断
iJ
い
た
し
ま
す
。

病
氣
其
他
の
事
故
に
て
出
壊
不
可
能
の
塙
合
は

乍
勝
手
代
役
に
て
相
勤
め
ま
す
か
ら
、
豫
め
御

諒
承
願
ひ
ま
す
。

場
合
は
事
務
室
（
お
申
込
下
さ
い
『
文
築
座
使

頃
這
氾
砂
訳
四
翡
鰐
翡
如
覧

し
て
御
使
用
に
は
最
菩
の
御
便
宜
を
計
リ
ま
す

正
面
西
側
本
家
茶
屋
階
段
下
に
御
座
い
ま
す
。

文
築
座
指
定
の
均
ク
ク
が
新
車
な
揃
え
て
玄
躁

に
お
待
L
て
ゐ
ま
す
。

眺
望
よ
き
休
憩
所
が
御
座
ゐ
ま
す

四

ツ

橋

文

榮

座

前
賣
切
符
専
用
電
話
南
四
七
―
一
番

電

話

南

写

悶

AA
臼
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◇
文
業
座
御
ひ
ゐ
き
名
簿
募
集
◇

一
、
申
込
は
泌
す
官
製
は
が
き
の
事
。

一
、
葉
書
に
は
雨
面
さ
し
に
御
住
所
御
芳
名
な
御
明
記
下
さ
い

（
御
往
所
御
芳
名
の
他
一
切
不
要
）

一
、
御
ひ
ゐ
き
名
癒
作
製
の
上
御
芳
名
に
隧
つ
て
種
々
の
計
割
會

の
御
通
報
な
申
上
げ
、
且
つ
御
優
待
方
法
な
講
じ
ま
す
こ

一
、
會
費
其
他
一
切
申
受
け
ま
せ
ん
。

-
、
宛
名
ば
大
阪
市
酒
騒
四
ツ
橋
交
築
座
蝙
輯
部
宛
の
事
（

荏
澁
闘
諜
螂

文
楽
の
錆
葉
書

文
築
座
の
膠
史
が
＆
部

わ
か
る
雌
一
の
文
献

「
文
築
今
昔
諏
」

芙
し
い
グ
ラ
フ
1

品
噸
昧

あ
る
好
諮
物
月
列
罪
誌

道

頓

堀

一
部

特

債

金

武

薗

六
四

砿
金
十
五
錢

金
三
十
錢






